




知
で
、
馬
は
棚
田
の
よ
う
な
狭
い
土
地
の
耕
作
や
物
資
の
運
搬
に
便
利
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
排
泄
物
か
ら

は
〝
廐
肥
〞
を
作
れ
た
。
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
て
も
、
馬
の
生
産
と
飼
養
は
、
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
基
盤
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

日
露
戦
争
で
軍
馬
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
、
馬
の
増
産
増
強
が
国
策
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
競
馬
が
奨
励
さ
れ
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
11
月
に
は
、
東
京
・
池
上
で
今
の
中
央
競
馬
に
繫

が
る
馬
券
黙
許
の
競
馬
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
高
知
の
人
た
ち
は
そ
れ
よ
り
一
足
早
く
各
地
で
競

馬
を
催
し
、
良
馬
の
生
産
に
も
励
ん
で
い
た
。
馬
産
拡
大
の
国
策
は
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。
１
９
１
２
（
大

正
元
）
年
に
は
、
他
県
と
の
競
争
の
末
に
誘
致
に
成
功
し
た
四

国
唯
一
の
国
立
種
馬
所
が
東
又
村
（
今
の
高
岡
郡
四
万
十
町
黒
石
）

に
開
設
さ
れ
、
軍
馬
増
産
改
良
の
拠
点
と
し
て
稼
働
し
始
め
た
。

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
県
内
数
カ
所
に
設
け
ら
れ
た

種
付
所
に
種
牡
馬
が
〝
出
張
〞
し
近
隣
の
農
家
が
飼
養
す
る
牝

馬
と
の
交
配
が
行
わ
れ
た
。

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
馬
を
集
め
、
各
地
の
田
ん
ぼ
や
畑
、
河

原
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
馬
場
で
草
競
馬
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
た
。

前
に
も
書
い
た
が
、
高
知
県
内
に
は
多
い
時
で
２
０
０
〜
３
０
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正六年春、田村万太氏発起ノ元ニ開設セリ」と刻まれている。草競馬隆盛期の貴重な
遺構だ。ちなみにここの馬場は1周約220メートル、幅5メートルしかなかったという



０
カ
所
も
の
競
馬
場
が
あ
っ
た
と
い
う
。
多
く
の
市
町
村
史
に
記
述
の
あ
る
競
馬
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時

代
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
。
明
治
末
期
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
軍
馬
の
需
要
が
な
く
な
る
１
９

４
５
（
昭
和
20
）
年
ま
で
が
、
高
知
の
草
競
馬
の
最
盛
期
だ
っ
た
。

『
葉
山
と
馬
』
に
見
る
高
知
の
草
競
馬

そ
の
頃
の
競
馬
の
様
子
を
記
し
た
貴
重
な
資
料
が
あ
る
。
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
か
ら
１
９
９
０
（
平
成

２
）
年
に
か
け
て
、
谷
脇
和
太
郎
と
い
う
方
が
﹃
は
や
ま
史
談
﹄（
葉
山
史
談
会
発
行
）
に
44
回
に
わ
た
っ
て
寄
せ

た
﹁
葉
山
と
馬
﹂
と
い
う
投
稿
だ
。
葉
山
は
現
在
の
津
野
町
周
辺
に
あ
た
り
、
か
つ
て
は
馬
産
と
草
競
馬
が

盛
ん
だ
っ
た
地
域
。
こ
の
旅
の
先
導
役
、
長
山
昌
広
先
生
が
津
野
町
役
場
を
訪
ね
て
そ
れ
を
探
し
当
て
た
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
昭
和
初
期
の
草
競
馬
に
ま
つ
わ
る
話
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
そ
の
一

部
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

﹁
農
村
の
娯
楽
と
い
え
ば
競
馬
、
相
撲
、
素
人
芝
居
、
盆
踊
り
し
か
な
い
時
代
の
草
競
馬
。（
中
略
）
危
険
を

も
の
と
も
せ
ず
に
勝
負
に
挑
む
若
い
騎
手
。
そ
の
雄
々
し
さ
。
そ
の
勇
気
。
そ
し
て
ま
た
人
馬
一
体
の
妙

技
に
、
た
ま
ら
な
く
興
奮
を
覚
え
、
老
い
も
若
き
も
男
も
女
も
目
の
色
を
変
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
馬
を
応

援
し
た
の
で
、
そ
の
喚
声
は
山
に
谺こ

だ
まし

終
日
村
中
が
ど
よ
め
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
﹂
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﹁
番
組
編
成
が
大
変
だ
っ
た
。
当
日
集
ま
っ
た
数
十
匹
の
馬
を
、
実
力
に
応
じ
て
特
甲
、
甲
、
乙
、
丙
、
丁
、

二
歳
馬
の
甲
、
乙
に
分
け
て
組
み
合
わ
せ
を
す
る
の
だ
が
、
日
頃
、
馬
自
慢
の
連
中
も
こ
の
日
ば
か
り
は
、

甲
よ
り
は
乙
、
乙
よ
り
は
丙
に
下
が
っ
て
で
も
、
と
に
か
く
勝
ち
た
い
一
念
か
ら
、
色
々
文
句
を
並
べ
て

な
か
な
か
承
知
を
し
な
い
﹂

﹁
馬
場
の
中
央
に
馬
検
場
と
い
っ
て
、
組
み
立
て
の
櫓
を
設
け
て
総
て
の
差
配
を
し
、
そ
こ
で
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
又
着
順
の
決
ま
る
ゴ
ー
ル
で
も
あ
っ
た
﹂

﹁
ス
タ
ー
ト
の
合
図
は
鐘
で
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
こ
の
鐘
切
り
が
ま
た
大
変
で
あ
っ
た
。
騎
手
は
よ
い
ス
タ

ー
ト
を
切
る
べ
く
、
あ
の
手
こ
の
手
と
秘
術
を
尽
す
の
で
、
な
か
な
か
馬
が
そ
ろ
わ
な
い
。
鐘
の
切
り
方

が
悪
い
と
群
衆
が
抗
議
に
押
し
か
け
て
、
馬
検
場
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
ほ
ど
の
大
騒
動
に
な
る
の
で
、
こ

の
鐘
切
り
を
嫌
が
り
、
や
る
人
が
雇
え
な
く
な
っ
て
、
つ
い
に
高
知
競
馬
の
湶い

ず
みさ

ん
と
い
う
専
門
家
を
雇

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
﹂

﹁
馬
場
は
幼
駒
運
動
場
と
い
う
名
目
で
、
県
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
て
つ
く
っ
た
が
、
最
初
は
３
０
０
メ
ー

ト
ル
、
そ
の
後
拡
張
し
て
公
称
８
０
０
メ
ー
ト
ル
、
実
際
は
５
０
０
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
あ
っ
た
﹂

﹁
こ
の
狭
い
馬
場
で
、
新
茶
や
蝮マ

ム
シ等

で
興
奮
さ
せ
た
馬
で
先
を
競
う
の
だ
か
ら
騎
手
は
命
懸
け
で
あ
る
。
特

甲
馬
で
五
、
六
回
。
最
低
の
二
歳
馬
で
も
一
周
半
走
ら
す
の
で
、
国
営
競
馬
や
地
方
競
馬
の
大
き
な
馬
場

で
は
、
馬
が
目
の
前
を
通
過
す
る
の
は
一
回
だ
け
し
か
見
え
な
い
の
を
、
五
回
も
六
回
も
通
過
す
る
草
競
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馬
は
、
騎
手
や
馬
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
愛
好
家
に
と
っ
て
は
、
誠
に
た
ま
ら
な
い
醍
醐
味
を
覚
え
興
奮

の
極
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
﹂

﹁
馬
券
の
発
売
は
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
人
気
投
票
は
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

一
枚
二
十
銭
の
人
気
投
票
を
発
売
し
た
。
今
で
言
う
単
勝
馬
券
と
同
様
で
あ
る
。
勘
定
方
に
農
業
会
や
役

場
の
算
盤
（
そ
ろ
ば
ん
）
達
者
を
雇
い
、
三
割
を
引
き
落
と
し
七
割
を
勝
馬
に
配
当
し
た
が
、
意
外
に
人
気

が
あ
り
、
投
票
券
が
売
り
切
れ
て
狼
狽
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
競
馬
法
違
反
の
疑
い

で
警
察
か
ら
警
告
の
あ
る
う
ち
は
よ
か
っ
た
が
、
代
表
者
が
本
署
へ
呼
ば
れ
て
取
調
べ
を
受
け
る
こ
と
も

度
々
あ
っ
た
。
そ
の
都
度
代
表
者
は
何
の
彼
の
言
い
訳
を
し
た
り
、
泣
き
つ
い
た
り
し
て
、
ど
う
に
か
犠

牲
者
を
出
さ
ず
に
済
ん
だ
が
、
今
で
も
冷
汗
三
斗
の
思
い
が
す
る
﹂

さ
ら
に
、
葉
山
で
馬
産
が
盛
ん
だ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。﹁
第
一
に
優
秀
な

野
草
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
﹂、﹁
第
二
に
村
民
の
勤
勉
性
で
あ
ろ
う
。
馬
を
立
派
に
育
て
る
の
は
家
族
そ
ろ

っ
て
の
愛
馬
心
と
コ
マ
メ
な
管
理
が
大
切
﹂、﹁
次
は
農
耕
と
肥
料
源
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
﹂

ま
だ
ま
だ
抜
粋
し
た
い
部
分
は
あ
る
が
、
最
後
に
当
時
の
農
林
省
が
求
め
た
母
馬
の
標
準
的
体
型
に
関
す

る
記
述
も
引
用
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
母
馬
に
と
ど
ま
ら
ず
、
軍
馬
と
し
て
も
同
じ
よ
う
な
体
型
が
理
想
と
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さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

﹁
頭と

う

頸け
い

高
か
ら
ず
、
起き

肯こ
う

（
両
肩
間
の
隆
起
部
。
正
し
く
は
鬐
甲
）
は
な
は
だ
し
く
突
起
せ
ず
、
背は

い

腰よ
う

短
直
に
し
て

力
あ
り
、
四
肢
強
靱
﹂

藩
政
時
代
の
﹁
御
馭
初
﹂
や
﹁
要
馬
術
﹂（
馬
を
使
っ
た
武
術
）
に
端
を
発
す
る
土
佐
の
高
知
の
馬
文
化
は
、

こ
う
し
た
明
治
以
降
の
草
競
馬
に
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
今
の
高
知
競
馬
の
〝
源
流
〞
と
な
る
地
方
競
馬
へ

と
繫
が
っ
て
い
っ
た
。

高
知
編
5
　

１
０
０
年
の
歩
み
と
名
馬
た
ち

桟
橋
競
馬
場
の
開
設
か
ら
終
戦
ま
で

明
治
30
年
代
以
降
、
高
知
の
草
競
馬
は
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
に
繫
が
る
地
方
競
馬
が
産

声
を
上
げ
、
以
来
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
歴
史
の
糸
を
紡
い
で
き
た
。
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現
・
高
知
競
馬
場
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
。
そ

れ
以
前
の
高
知
競
馬
は
、
通
称
〝
桟
橋
の
競
馬
場
〞
で
行
わ
れ
て
い
た
（
以

下
、
桟
橋
競
馬
場
と
表
記
）。
同
競
馬
場
は
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
６
月

に
潮う

し
お

江え

村む
ら

の
海
岸
埋
立
地
に
１
周
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
を
擁
し
て
開

場
し
た
。
潮
江
村
が
高
知
市
に
編
入
さ
れ
る
と
、
競
馬
場
の
あ
る
と
こ
ろ

は
﹁
桟
橋
通
６
丁
目
﹂
と
な
っ
た
。
開
場
か
ら
閉
場
ま
で
、
同
競
馬
場
は

ず
っ
と
同
じ
場
所
に
あ
り
、
正
し
い
住
居
表
示
は
﹁
桟
橋
通
﹂
だ
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
そ
の
所
在
地
を
﹁
桟
橋
通
り
５
丁
目
﹂
と
し
て
い
る
﹃
地
方

競
馬
史
・
第
一
巻
﹄
の
記
述
は
誤
り
と
言
え
る
（
注
1
）。

そ
れ
以
降
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
終
戦
ま
で
、
高
知
の
地
方
競

馬
に
は
以
下
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

■
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
８
月　

香
美
郡
山
田
町
（
現
・
香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
付
近
）
に
新
設
さ
れ
た
馬
場
１
周
８

０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
田
競
馬
場
で
初
回
競
馬
を
開
催
（
注
２
）

■
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
12
月
　
同
年
に
施
行
さ
れ
た
地
方
競
馬
規
則
に
基
づ
き
、
す
で
に
桟
橋
競
馬
場
で
競
馬

を
主
催
し
て
い
た
高
知
県
畜
産
組
合
連
合
会
が
、
右
記
の
山
田
競
馬
場
で
も
競
馬
を
主
催

高知南中学校・高等学校（2023＝令和5年に廃校）の西側にある桟
橋競馬場の名残。馬場の1、2コーナー跡に沿って、道が弧を描いて
いる（2021=令和3年5月撮影）
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■
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
２
月
　
地
方
競
馬
規
則
で
正
規
の
競
馬
場
は
馬
場
１
周
が
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
桟
橋
競
馬
場
を
そ
の
よ
う
に
拡
張

■
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
　
右
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
競
馬
場
で
の
開
催
を
認
め
る
〝
猶
予
期
間
〞
が
終

了
し
、
山
田
競
馬
場
で
〝
最
後
の
競
馬
〞
が
行
わ
れ
る

■
同
年
11
月
　
山
田
競
馬
場
に
代
わ
り
、
県
畜
産
組
合
連
合
会
が
若
宮
八
幡
宮
近
く
に
長
浜
競
馬
場
を
新
設
し
、
初

回
競
馬
を
開
催

■ 

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
　
軍
馬
資
源
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、
全
国
の
地
方
競
馬
は
鍛
錬
馬
競
走
に
移
行
。
高

知
の
競
走
場
は
長
浜
１
カ
所
に
集
約
さ
れ
る
（
桟
橋
競
馬
場
で
の
競
馬
は
前
年
限
り
で
終
了
）

﹃
地
方
競
馬
史
﹄
に
よ
る
と
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
全
国
で
開
催
さ
れ
た
地
方
競
馬
の
中
で
、
桟
橋

は
東
京
・
羽
田
に
次
い
で
第
２
位
、
山
田
は
第
４
位
の
馬
券
売
上
を
マ
ー
ク
し
た
と
い
う
。
草
競
馬
の
隆
盛

期
は
地
方
競
馬
の
黄
金
期
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

し
か
し
、
戦
争
が
す
べ
て
を
変
え
た
。
戦
時
体
制
下
で
行
わ
れ
た
鍛
練
馬
競
走
は
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
限
り
で
中
止
。
高
知
の
地
方
競
馬
も
そ
の
動
き
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
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闇
競
馬
、
草
競
馬
、
地
方
競
馬

終
戦
後
、
軍
馬
資
源
保
護
法
は
廃
止
さ
れ
、
地
方
競
馬
を
取
り
締
ま
る
規
則
が
な
く
な
っ
た
。
以
後
、
１

９
４
６
（
昭
和
21
）
年
11
月
20
日
の
地
方
競
馬
法
公
布
ま
で
の
間
は
無
法
状
態
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
闇
競
馬

が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
ん
な
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
で
、
高
知
の
競
馬
は
復
活
す
る
。﹃
高
知
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹄
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
２
月
１
日
付
け
紙
面
に
、
高
知
県
愛
馬
会
が
同
月
３
、
４
日
に
長
浜

競
馬
場
で
農
民
慰
安
と
農
耕
馬
奨
励
の
競
馬
大
会
を
開
く
、
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
戦

後
初
の
競
馬
に
関
す
る
記
事
だ
。
告
知
が
載
っ
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
競
馬
は
行
わ
れ
た
も
の
と
想
像
す
る

し
か
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
ど
こ
か
で
草
競
馬
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
戦
後
の
高
知
競
馬
は

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

﹃
高
知
新
聞
﹄
の
記
事
に
よ
る
と
、
終
戦
か
ら
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
の
地
方
競
馬
法
施
行
ま
で
の
間
に
、

長
浜
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
以
下
の
場
所
で
競
馬
が
行
わ
れ
た
。

○
佐
川
町
柳
瀬
競
馬
場

○
香
美
郡
野
市
町
十
善
寺
（
現
・
香
南
市
野
市
町
西
野
付
近
？
）

○
明
治
村
高た

か

磧せ
き

競
馬
場
（
現
・
香
南
市
土
佐
山
田
町
山
田
付
近
？
）

190



○
川
内
村
仁
淀
川
原
（
現
・
い
の
町
の
仁
淀
川
右
岸
河
川
敷
）

○
中
村
町
不ふ

破ば

競
馬
場
（
現
・
四
万
十
市
不
破
の
四
万
十
川
河
川
敷
？
）

○
越
知
町
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

寺じ

競
馬
場

○
星
ノ
窪
（
星
ヶ
窪
）
競
馬
場

○
窪
川
町
金き

ん

上じ
ょ
う

野の

馬
匹
運
動
場
（
現
・
四
万
十
町
金
上
野
の
高
樋
橋
バ
ス
停
東
側
付
近
）

○
伊
野
町
鉄
橋
下
（
現
・
い
の
町
の
仁
淀
川
橋
下
、
川
の
左
岸
側
河
川
敷
？
）

○ 

香
美
郡
片か

た

地じ

種
畜
牧
場
競
馬
場
（
現
・
香
南
市
土
佐
山
田
町
宮
ノ
口
の
高
知
工
科
大
香
美
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
。
こ

の
競
馬
に
限
り
、
馬
券
発
売
な
し
と
の
表
記
）

○
東
又
村
県
種
畜
場
競
馬
場
（
現
・
四
万
十
町
東
又
黒
石
の
高
知
県
立
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
付
近
）

競
馬
復
活
の
流
れ
は
地
方
競
馬
法
制
定
後
も
続
く
。
草
競
馬
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
戦
前
に
次
ぐ
２
度
目

の
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
さ
ら
に
、
旅
の
先
導
役
、
長
山
昌
広
先
生
と
と
も
に
コ
ー
ス
跡
を
歩
い
た
仁
淀
川
畔

の
新
川
競
馬
場
や
、
高
知
市
内
の
万ま

々ま

、
五
台
山
で
は
、
農
家
が
飼
っ
て
い
た
牛
を
使
っ
て
〝
競
牛
〞
も
催

さ
れ
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
五
台
山
の
大
会
で
は
人
気
投
票
と
称
す
る
〝
牛
券
〞
の
発
売
も
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
隆
盛
期
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
草
競
馬
の
主
役
だ
っ
た
農
耕
馬
の
生
産
が
農
業
の
近
代

化
で
激
減
。
代
わ
り
に
地
方
競
馬
の
馬
を
走
ら
せ
よ
う
と
し
て
も
、
馬
場
が
小
さ
す
ぎ
て
危
険
だ
っ
た
こ
と
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な
ど
か
ら
、
草
競
馬
は
１
９
６
０
年
代
前
半
（
昭
和
30
年
代
後
半
）
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
長
浜
競
馬
場
で
は
、
数
回
の
闇
競
馬
に
続
き
、
地
方
競
馬
法
制
定
後
は
正
規
の
地
方
競
馬
が
開
催

さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
競
馬
場
は
高
知
市
街
か
ら
遠
く
、
客
足
の
伸
び
が
見
込
め
な
か
っ
た
た
め
、
１
９
５

０
（
昭
和
25
）
年
限
り
で
廃
止
。
高
知
地
方
競
馬
の
舞
台
は
再
び
桟
橋
競
馬
場
に
戻
っ
た
。

長
浜
に
競
馬
場
の
痕
跡
を
探
し
に
行
っ
た
が
、
何
も
残
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
子
供
の
頃
に
競
馬
を
見
た
と
い
う
年
配
の
ご
婦
人
に
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
の
高
知
市
立
南
海
中
学
校
の
あ
た
り
に
下

見
所
や
観
戦
エ
リ
ア
が
あ
り
、
何
年
か
前
ま
で
ス
タ
ン
ド
の
土
台
が
校
内

に
残
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

高
知
の
大
種
牡
馬
、
マ
ン
ペ
イ

１
９
５
０
〜
60
年
代
に
桟
橋
競
馬
場
で
活
躍
し
た
の
は
主
に
ア
ラ
ブ
系

の
馬
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
マ
ン
ペ
イ
と
い
う
種
牡
馬
だ
っ
た
。

同
馬
は
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
青
森
の
大
平
牧
場
で
生
ま
れ
、
１

９
４
３
（
昭
和
18
）
年
の
春
季
東
京
競
馬
で
デ
ビ
ュ
ー
、
初
戦
か
ら
10
連

勝
を
マ
ー
ク
し
た
。
通
算
成
績
は
、
翌
年
に
行
わ
れ
た
戦
時
体
制
下
の
能

高知競馬場に残るマンペイの記念碑。2006（平成18）年５月、長山
先生が撮影。桟橋の競馬場に建立されてから60年近くが過ぎた今も、
パドックを歩く馬たちを静かに見守っている
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力
検
定
競
走
も
含
め
、
17
戦
12
勝
２
着
３
回
３
着
１
回
１
位
入
線
失
格
１
回
。
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
の

﹃
優
駿
・
新
年
号
﹄
に
は
﹁
こ
の
馬
は
小
柄
で
、
他
の
百
歩
の
と
こ
ろ
を
百
十
歩
で
行
く
く
ら
い
跳
び
が
小
さ

い
が
、
た
だ
実
に
早
い
脚
捌
き
が
あ
る
﹂
と
書
か
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
同
馬
は
国
有
種
牡
馬
と
し
て
農
林
省
青
森
種
馬
所
で
繫
養
さ
れ
た
が
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
、
高
知
種
畜
牧
場
へ
の
〝
転
勤
〞
が
決
ま
る
。﹃
高
知
新
聞
﹄
は
﹁
汽
車
よ
り
早
い
馬
﹂
の
見
出
し
を
付

け
、﹁
重
量
六
十
一
キ
ロ
を
背
負
っ
て
千
八
百
米
を
一
分
五
十
七
秒
五
分
の
四
と
い
う
自
動
車
、
汽
車
そ
こ
の

け
の
記
録
を
持
つ
日
本
競
馬
界
の
名
馬
﹂
と
紹
介
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
は
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
の
春

季
福
島
競
馬
で
叩
き
出
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
以
来
、﹁
汽
車
よ
り
早
い
馬
﹂
は
同
馬
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

高
知
に
移
っ
た
マ
ン
ペ
イ
は
一
時
代
を
築
く
。
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
秋
の
桟
橋
競
馬
で
は
、
同
馬
の

産
駒
だ
け
を
集
め
た
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
。
同
時
期
に
下
半
山
村
（
現
・
津
野
町
）
で
種
牡
馬
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
ユ
キ
シ
ゲ
（
ア
ラ
ブ
系
。
戦
後
の
国
営
競
馬
で
28
戦
４
勝
の
競
走
成
績
を
残
し
た
）
と
と
も
に
、﹃
高

知
新
聞
﹄
の
元
日
の
紙
面
を
写
真
入
り
記
事
で
飾
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

マ
ン
ペ
イ
は
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
こ
の
世
を
去
る
。
２
年
後
の
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
秋
、
桟
橋

競
馬
場
に
同
馬
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
除
幕
式
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
同
馬
は
４
４
３
頭

と
交
配
、
約
２
０
０
頭
の
産
駒
を
競
馬
場
に
送
り
出
し
た
と
い
う
。

今
、
そ
の
記
念
碑
は
現
・
高
知
競
馬
場
の
パ
ド
ッ
ク
脇
に
あ
る
。
一
時
期
、﹁
マ
ン
ペ
イ
記
念
﹂
と
い
う
ア
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ラ
ブ
系
の
重
賞
競
走
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
昔
の
話
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

桟
橋
競
馬
場
を
走
っ
た
名
馬
た
ち

最
後
に
、
桟
橋
競
馬
場
で
活
躍
し
た
昭
和
の
名
馬
を
ご
紹
介
す
る
。
競
馬
史
に
詳
し
い
田
島
芳
郎
さ
ん
か

ら
伺
っ
た
の
は
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
の
第
１
回
東
京
大
賞
典
（
当
時
の
レ
ー
ス
名
は
﹃
秋
の
鞍
﹄）
で
２

着
に
入
っ
た
イ
チ
サ
チ
ホ
マ
レ
（
国
営
競
馬
在
籍
時
の
馬
名
は
サ
チ
ホ
マ
レ
）
が
、
最
後
は
高
知
で
走
っ
た
ら

し
い
、
と
い
う
お
話
。
調
べ
て
み
る
と
、
同
馬
は
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
生
ま
れ
で
、
１
９
５
１
（
昭
和

26
）
年
秋
と
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
春
の
京
都
記
念
を
制
覇
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
４
月
25
日
付
け
﹃
高
知
新
聞
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
組
合
け
い
ば
開
催
広
告
﹂
の
〝
第
12
レ
ー
ス
平
地
Ａ
１
、

２
、
３
級
知
事
賞
出
走
馬
〞
に
、
イ
チ
サ
チ
ホ
マ
レ
の
名
前
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
含
め
、
同
馬
は
高
知
で
少

な
く
と
も
２
回
出
走
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
フ
ロ
リ
ダ
ホ
ー
プ
と
い
う
馬
は
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
高
知
で
16
戦

10
勝
（
７
戦
目
か
ら
10
連
勝
）
の
戦
績
を
残
し
中
央
へ
転
出
。
後
に
障
害
馬
に
転
向
し
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）

年
秋
の
京
都
大
障
害
、
阪
神
障
害
ス
テ
ー
ク
ス
な
ど
を
制
し
て
〝
１
億
円
収
得
馬
〞
と
な
っ
た
。

そ
し
て
も
う
１
頭
、
ヤ
シ
マ
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
を
紹
介
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
馬
は
、
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
の
第
15
回
東
京
大
賞
典
な
ど
を
制
し
、
南
関
東
の
強
豪
と
し
て
活
躍
。
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
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３
月
10
日
の
宇
都
宮
競
馬
で
は
76
㎏
を
背
負
っ
て
１
着
と
な
り
、
戦
後
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
競
馬
の
〝
最
重
量

優
勝
記
録
〞
を
作
っ
た
。

同
年
12
月
、
高
知
の
西
浦
孫
一
（
西
浦
勝
一
Ｊ
Ｒ
Ａ
元
調
教
師
の
父
）
廐
舎
に
転
入
、
初
戦
で
２
着
、
２
戦

目
は
３
着
に
敗
れ
た
が
、
翌
年
５
月
21
日
の
３
戦
目
か
ら
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
１
月
21
日
ま
で
９
連
勝

を
飾
る
。

し
か
し
、
そ
の
快
進
撃
に
は
突
如
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
同
27
日
夜
に

発
生
し
た
廐
舎
火
災
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

同
馬
の
死
を
悼
ん
で
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
が
越
知
町
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

境
内
に

今
も
残
っ
て
い
る
。
長
山
先
生
と
と
も
に
寺
を
訪
ね
る
と
、
住
職
の
田
中

伸し
ん

宙ち
ゅ
うさ

ん
が
碑
の
あ
る
場
所
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。
馬
主
だ
っ
た
小
野
百

合
子
さ
ん
は
檀
家
と
し
て
ご
健
在
で
、
今
は
亡
き
ご
主
人
と
と
も
に
多
く

の
馬
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う
。
ニ
シ
ケ
ン
モ
ノ
ノ
フ
や
ホ
ワ
イ
ト
フ
ー

ガ
な
ど
の
馬
主
、
西
森
鶴
さ
ん
と
奥
様
の
美
智
代
さ
ん
ら
も
〝
お
仲
間
〞

だ
っ
た
そ
う
だ
。
慰
霊
碑
に
は
、
同
じ
火
事
で
こ
の
世
を
去
っ
た
美
智
代

さ
ん
の
持
ち
馬
、
イ
チ
セ
キ
ホ
マ
レ
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

山
内
一
豊
の
時
代
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
、
長
浜
や
桟
橋
の
競
馬
場
の

越知町円福寺に残る“愛馬の碑”。火事で命を落とした馬などの名と、ヤ
シマナシヨナルに手向けられた鎮魂の詩が刻まれている。その碑文は以
下のとおり。「五月の風に颯爽と　みどりのたてがみ靡かせて　群がる駿
馬寄せつけず　天馬將に空を行く　栄光ここに幾数年　名馬の王座守り
ぬく　勇者の姿今はなし　ああ痛恨　その名も高しヤシマナショナル」



時
代
に
至
る
ま
で
が
、
今
の
高
知
競
馬
の
ル
ー
ツ
。
そ
の
痕
跡
は
県
内
各
地
に
あ
っ
た
。
長
い
歴
史
の
ペ
ー

ジ
を
積
み
重
ね
て
き
た
高
知
の
競
馬
が
、
末
永
く
存
続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

注
１　

�

本
稿
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
『
週
刊
競
馬
ブ
ッ
ク
』
に
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
桟
橋
競
馬
場
開
設

に
関
す
る
新
聞
記
事
な
ど
を
新
た
に
見
つ
け
た
。
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
桟
橋
競
馬
場
で
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
３
月
31
、

４
月
１
日
に
初
回
競
馬
を
開
催
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同
競
馬
場
を
建
設
し
た
の
は
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
８
月
設
立
の
南

海
馬
匹
改
良
株
式
会
社
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
は
、
土
佐
電
気
鉄
道
が
造
成
し
た
〝
公
園
埋
立
地
〟
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
そ
こ

に
設
け
ら
れ
た
馬
場
で
明
治
末
期
か
ら
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
。
文
中
に
あ
る
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
６
月
の
競
馬
が
開
催
さ
れ

た
の
は
こ
の
馬
場
。
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
発
行
の
『
地
方
競
馬
沿
革
誌
』
で
は
そ
の
時
を
桟
橋
競
馬
場
の
始
ま
り
と
し
て
い
て
、

多
く
の
文
献
の
記
述
も
同
書
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
（
私
も
そ
う
だ
っ
た
）。
し
か
し
そ
れ
は
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
判
明
し

た
わ
け
だ
。

注
２　

�

本
稿
連
載
後
に
見
つ
か
っ
た
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
山
田
で
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
１
月
に
競
馬
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
（
開
催

を
前
に
し
た
記
事
は
あ
る
も
の
の
、
開
催
日
直
後
の
新
聞
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
開
催
さ
れ
た
ど
う
か
を
確
認
で
き
な
い
）。
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北
陸
編
　

戦
前
地
方
競
馬
の
痕
跡

羽
咋
の
供
養
塔

石
川
県
の
羽
咋
は
能
登
半
島
の
西
側
に
あ
る
海
沿
い
の
町
。
こ
こ
に
地
方
競
馬
場
が
存
在
し
た
の
は
、
１

９
３
１
（
昭
和
６
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
わ
ず
か
２
年
間
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
競
馬
場
に
は

実
に
興
味
深
い
〝
前
史
〞
が
あ
る
。

羽
咋
競
馬
場
は
、
羽
咋
川
の
河
口
手
前
、〝
オ
オ
タ
の
崖
〞
と
呼
ば
れ
る
急
斜
面
の
近
く
に
あ
っ
た
。
駅
を

出
て
羽
咋
川
と
子し

浦お

川が
わ

に
架
か
る
羽
咋
大
橋
を
渡
り
、
右
岸
側
に
広
が
る
住
宅
地
を
進
む
と
、
そ
の
奥
に
〝
オ

オ
タ
の
崖
〞
が
見
え
て
き
た
。
崖
下
に
は
白
鷺
公
園
の
草
野
球
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
公
園
が
競
馬
場

跡
か
と
思
っ
た
が
、
古
い
地
形
図
を
見
る
と
、
コ
ー
ス
は
そ
れ
よ
り
い
く
ら
か
川
寄
り
、
今
は
住
宅
が
立
ち

並
ん
で
い
る
あ
た
り
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

住
宅
地
の
中
に
あ
る
菜
園
か
ら
出
て
き
た
男
性
に
尋
ね
て
み
る
と
、﹁
こ
の
一
帯
が
競
馬
場
だ
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。
昔
は
川
の
氾
濫
原
で
、
競
馬
場
が
な
く
な
っ
た
後
は
何
も
な
い
土
地
だ
っ
た
が
、
戦
後
に
な

っ
て
宅
地
開
発
さ
れ
た
﹂
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、﹁
川
の
向
こ
う
側
に
馬
頭
観
世
音
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
﹂
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と
教
え
て
く
れ
た
。

す
ぐ
さ
ま
、
川
の
左
岸
側
へ
渡
っ
て
み
た
。
教
わ
っ
た
と
お
り
、
川
沿

い
の
道
を
上
流
方
向
に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
ほ
ど
な
く
そ
の
道
端

に
、
川
を
背
に
し
て
建
つ
墓
石
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
。

石
碑
の
表
面
に
は
﹁
馬
畜
類
之
霊　

一
切
衆
生
悉
有
佛
性　

如
是
畜
生

頓
生
菩
提　

供
羪
塔
也
﹂、
礎
石
に
は
﹁
長
龍
號
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ど

う
や
ら
﹁
長
龍
﹂
と
い
う
馬
の
墓
、
慰
霊
碑
の
よ
う
だ
。
碑
文
は
﹁
こ
の

世
に
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
亡
く
な
れ
ば
仏
。
畜
生
（
長
龍
号
）
も
極
楽

往
生
で
き
ま
す
よ
う
に
﹂
と
解
釈
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
愛
馬
の
死
を
悼
む

馬
主
の
慈
悲
深
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
た
ど
り
着
い
た
の
も

多
生
の
縁
。
し
ば
ら
く
目
を
閉
じ
て
手
を
合
わ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
供
養
塔
は
ど
う
し
て
競
馬
場
の
対
岸
に
建
っ
て
い
る

の
か
。
そ
し
て
、
長
龍
号
は
羽
咋
競
馬
に
出
走
し
た
競
走
馬
な
の
だ
ろ
う
か
？　
現
地
を
後
に
し
て
か
ら
、

さ
っ
そ
く
そ
の
ナ
ゾ
を
解
く
た
め
の
調
査
に
取
り
か
か
っ
た
。

“オオタの崖”上から見下ろした羽咋競馬場跡。草野球場の先に見
える住宅地にコースがあった
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千ち

里り

浜は
ま

で
の
競
馬

す
る
と
、〝
オ
オ
タ
の
崖
〞
近
く
の
競
馬
場
が
で
き
る
前
は
、
石
碑
の
あ
る
羽
咋
川
の
左
岸
側
で
競
馬
を
開

催
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
羽
咋
競
馬
の
〝
前
史
〞
に
あ
た
る
も
の
。﹃
千
里
浜
の
れ
き
し
﹄（
羽

咋
市
千
里
浜
町
刊
）
と
い
う
本
に
、﹁
今
の
羽
咋
自
動
車
学
校
の
北
西
側
か
ら
島し

ま

出で

町ま
ち

下
の
海
岸
に
か
け
て
競
馬
場

が
あ
り
ま
し
た
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
。
羽
咋
自
動
車
学
校
は
現
在
の
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
。
そ
の
裏
手
の
海
岸
に
は
、
大
型
バ
ス
で
も
砂
浜
を
走
れ
る
こ
と
で
有
名
な
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
が
延
び
て
い
る
。
千
里
浜
で
の
羽
咋
競
馬
会
は
、
自
動
車
学
校
と
羽
咋
川
に
は
さ
ま
れ
た
島
出
町
の
砂

丘
に
、
１
周
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
を
仮
設
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

大
正
と
昭
和
初
期
の
地
形
図
を
見
比
べ
て
み
た
。
か
つ
て
羽
咋
川
は
〝
オ
オ
タ
の
崖
〞
に
沿
っ
て
大
き
く

蛇
行
、
そ
れ
に
子
浦
川
が
合
流
し
て
い
た
。
崖
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
羽
咋
川
の
流
れ
が
大
地
を
削
っ
て

で
き
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
付
近
で
は
た
び
た
び
水
害
が
発
生
し
て
い
た
。
先
の
男
性
は
そ
の
こ
と
を
語
っ

て
く
れ
た
わ
け
だ
。

昭
和
の
初
め
ま
で
に
水
害
回
避
な
ど
を
目
的
と
し
た
河
川
改
修
が
行
わ
れ
る
と
、
右
岸
の
平
地
が
で
き
た
。

一
方
で
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
地
方
競
馬
規
則
が
制
定
さ
れ
、
競
馬
を
開
催
す
る
に
は
１
周
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
馬
場
を
備
え
た
常
設
競
馬
場
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く
で
き
た
羽
咋
川
北

側
の
平
地
（
地
名
は
北
新
）
に
、
要
件
を
整
え
た
競
馬
場
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
と
に
よ
る
と
、
河
川
改
修
と
競
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馬
場
新
設
は
一
挙
両
得
を
狙
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

長
龍
号
の
悲
劇

﹃
千
里
浜
の
れ
き
し
﹄
に
は
、
石
碑
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
大
正
末
期
、
千

里
浜
競
馬
の
最
終
レ
ー
ス
に
出
走
し
た
同
馬
が
競
走
中
に
突
然
倒
れ
息
を
引
き
取
っ
た
、
石
碑
は
そ
の
供
養

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
報
じ
た
﹃
北
國
新
聞
﹄
の
記
事
も
あ
っ
た
。
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
７
月
17
日
の
紙
面
に
載
っ

て
い
た
も
の
だ
。
要
約
す
る
と
、
前
日
（
６
日
）
の
羽
咋
競
馬

会
最
終
競
走
、
選
抜
駆
足
競
馬
８
頭
立
て
で
、
高
浜
町
の
長
名

又
吉
が
所
有
す
る
長
龍
（
騎
手
福
本
栄
七
）
が
１
周
目
に
転
倒
、

直
ち
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
翌
１
９
２

６
（
大
正
15
）
年
７
月
17
日
付
け
の
同
紙
に
は
﹁
同
馬
匹
忠
魂

碑
に
お
い
て
同
馬
匹
の
招
魂
祭
﹂
を
執
行
し
た
、
と
い
う
記
事

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
同
じ
よ
う
な
日
取
り
で
開
催
さ
れ

た
競
馬
会
の
開
幕
に
あ
た
り
、
前
年
の
競
馬
で
事
故
死
し
た
長

龍
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。

長龍号の供養塔。石碑の背後は子浦川と羽咋川。
左手奥に“オオタの崖”も見える
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長
龍
は
確
か
に
競
走
馬
だ
っ
た
。
こ
れ
で
ナ
ゾ
が
解
け
た
。
し
か
し
、
千
里
浜
で
行
わ
れ
て
い
た
羽
咋
競

馬
会
の
歴
史
を
調
べ
て
い
る
と
、
さ
ら
な
る
ナ
ゾ
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

馬
産
地
だ
っ
た
能
登
半
島

今
は
ほ
と
ん
ど
馬
と
無
縁
の
能
登
半
島
だ
が
、
か
つ
て
は
体
が
強
く
性
格
温
厚
な
〝
能
登
馬
〞
を
育
む
馬

産
地
だ
っ
た
。

高
草
操
著
﹃
人
と
共
に
生
き
る
日
本
の
馬
﹄
に
よ
る
と
、〝
能
登
馬
〞
に
は
、
能
登
町
柳
田
の
〝
虎
松
馬
〞、

宇う

出し

津つ

の
〝
梅う

め

木の
き

馬う
ま

〞、
輪
島
の
〝
鈴
の
馬
〞、
羽
昨
の
〝
高
田
馬
〞
と
い
っ
た
主
要
系
統
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

中
で
も
優
秀
だ
っ
た
の
が
青
毛
の
〝
虎
松
馬
〞。
虎
松
と
い
う
の
は
柳
田
の
名
家
・
竹
内
家
の
当
主
が
代
々
襲

名
し
て
き
た
名
前
で
、
同
家
は
江
戸
時
代
か
ら
馬
産
に
携
わ
っ
て
き
た
。
明
治
後
期
、
第
15
代
の
虎
松
が
﹁
地

元
の
鉄
道
事
業
や
殖
産
興
業
に
力
を
注
ぐ
一
方
、
馬
産
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
﹂、〝
虎
松
馬
〞
は
そ
の

性
能
を
向
上
さ
せ
る
。
そ
し
て
、﹁
金
沢
第
九
師
団
の
将
校
た
ち
に
愛
用
﹂
さ
れ
た
ほ
か
、
荷
物
を
背
に
乗
せ

て
運
搬
す
る
〝
駄
馬
〞
や
荷
車
を
曳
く
〝
輓
馬
〞
と
し
て
、
各
地
で
大
い
に
活
躍
し
た
と
い
う
。

羽
咋
競
馬
の
多
彩
な
番
組

こ
の
よ
う
な
〝
下
地
〞
が
あ
っ
た
た
め
か
、
能
登
で
は
競
馬
が
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
た
。
千
里
浜
で
の
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羽
咋
競
馬
会
は
、
そ
の
先
が
け
と
し
て
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
始
ま
っ
た
。

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
行
わ
れ
た
第
６
回
大
会
の
様
子
を
報
じ
た
﹃
北
國
新
聞
﹄
の
記
事
か
ら
は
、
多

彩
だ
っ
た
当
時
の
番
組
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

◎
初
　
日
（
７
月
15
日
）

普
通
競
馬
５
回
、
萬
歳
競
馬
５
回
、
早
足
競
馬
１
回
。
そ
の
間
に
幌
引
２
回
、
軽か

る

乗の
り

２
回
な
ど
。
最
後
に

選
手
競
馬
予
習
２
回
。

◎
２
日
目
（
同
16
日
）

普
通
競
馬
５
回
、
幌
引
、
輓
馬
各
２
回
、
萬
歳
競
馬
、
早
足
競
馬
、
特
別
競
馬
、
景
品
取
競
馬
各
１
回
。

最
後
に
選
手
競
馬
１
回
。

記
事
か
ら
は
多
種
多
様
な
競
走
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
が
ど
う
い
う
も
の
だ

っ
た
か
は
ナ
ゾ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

た
ぶ
ん
、
今
の
平
地
競
走
に
あ
た
る
の
が
普
通
競
馬
だ
ろ
う
。
選
手
競
馬
は
選
手
権
競
馬
と
い
う
意
味
で
、

初
日
に
予
習
＝
予
選
、
２
日
目
に
決
勝
を
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
特
別
競
馬
は
当
初

の
予
定
に
な
か
っ
た
番
外
競
走
か
も
し
れ
な
い
。
景
品
取
競
馬
は
そ
の
名
の
と
お
り
勝
者
に
賞
品
が
授
与
さ
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れ
た
競
走
と
考
え
て
い
い
。

そ
れ
で
も
ま
だ
ナ
ゾ
は
残
る
。
そ
こ
で
、
競
馬
史
に
詳
し
い
田
島
芳
郎
さ
ん
に
伺
っ
て
み
た
。
し
か
し
、

田
島
さ
ん
に
も
確
証
は
な
い
と
い
う
。
以
下
は
田
島
さ
ん
の
推
測
だ
。

萬
歳
競
馬
＝
騎
手
が
〝
バ
ン
ザ
イ
状
態
〞（
手
放
し
）
で
走
る
レ
ー
ス

早
足
競
馬
＝
騎
乗
速
歩
競
走

幌
　
　
引
＝
騎
手
が
合
戦
時
の
武
士
の
よ
う
に
母ほ

衣ろ

（
風
船
状
の
防
具
）
を
背
中
に
付
け
て
走
る
レ
ー
ス

軽
　
　
乗
＝
騎
手
が
馬
の
背
に
立
つ
か
後
ろ
向
き
に
乗
っ
て
走
る
レ
ー
ス

ど
う
や
ら
、
競
馬
の
ほ
か
に
騎
手
の
技
量
を
披
露
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
だ
、
そ
れ
に
し
て
は
萬
歳
競
馬
の
数
が
多
す
ぎ
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
れ
は
、
明

治
時
代
に
池
上
や
目
黒
、
鳴
尾
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
撫ぶ

恤じ
ゅ
つ競

走
＝
負
け
馬
同
士
を
競
わ
せ
る
敗
者
復
活
戦

だ
っ
た
の
か
も
。
馬
主
が
再
挑
戦
の
場
を
与
え
ら
れ
て
バ
ン
ザ
イ
し
た
と
か
…
…
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
と

な
っ
て
は
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
（
も
し
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
星
海
社
宛
て
に
ご
連
絡

を
！
）。
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ば
ん
え
い
競
馬
の
ル
ー
ツ
？
　

ナ
ゾ
の
解
明
は
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
番
組
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
輓
馬
競

走
が
行
わ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
、〝
能
登
馬
〞
は
物
資
の
運
搬
に
適
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ら
を
集
め
た
競
走
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
く
つ
か
の
﹃
北
國
新
聞
﹄
の
記
事
を
元
に
推
測
す
る
と
、
こ
の
競
走
で
馬
が
曳
い
た
の
は
橇そ

り

で
は
な
く

荷
馬
車
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
日
本
馬
事
協
会
の
﹃
70
年
の
あ
ゆ
み
﹄
の
中
で
田
島
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た

﹁
ば
ん
え
い
競
馬　

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ツ
﹂
の
項
に
は
、
こ
れ
が
﹁
騎
手
は
馬
の
前
か
ら
手
綱
を
曳
き
、
北
海

道
式
に
橇
に
乗
る
の
で
は
な
か
っ
た
﹂
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

羽
咋
競
馬
の
輓
馬
競
走
は
、
地
方
競
馬
規
則
に
よ
っ
て
、
実
施
で
き
る
レ
ー
ス
が
今
で
言
う
平
地
、
障
害

の
競
走
と
速
歩
競
走
に
限
定
さ
れ
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
旧
競
馬
法
施
行
後
の
１
９
２
５
（
大

正
14
）
年
と
翌
年
の
競
馬
会
で
は
〝
勝
馬
投
票
券
〞（
入
場
券
を
買
う
と
付
い
て
く
る
も
の
。
勝
ち
馬
を
予
想
し
、

現
金
を
添
え
て
投
票
す
る
。
的
中
す
れ
ば
一
定
の
限
度
額
以
内
で
〝
配
当
〞
の
商
品
券
が
も
ら
え
た
）
も
発
売
さ
れ

た
。
田
島
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
日
本
初
の
馬
券
発
売
を
伴
う
輓
曳
競
走
だ
と
い
う
。

前
に
も
書
い
た
と
お
り
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
開
場
し
た
常
設
の
羽
咋
競
馬
場
は
、
わ
ず
か
２
年

で
姿
を
消
し
た
。
こ
け
ら
落
と
し
の
開
催
直
後
、﹃
北
國
新
聞
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
、
折
か
ら
の
不
景

気
と
宣
伝
不
足
で
思
っ
た
ほ
ど
の
馬
券
売
上
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
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氾
濫
原
だ
っ
た
砂
地
に
造
成
さ
れ
た
馬
場
は
状
態
が
悪
く
、
馬
主
や
観
客
の
不
評
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
県
内
最
大
の
都
市
・
金
沢
か
ら
は
か
な
り
遠
か
っ
た
こ
と
も
客
足
が
伸
び
な
か
っ
た
要
因
だ
ろ
う
。
と

は
い
え
、
羽
咋
競
馬
会
の
歴
史
に
は
、
興
味
深
い
事
柄
が
ギ
ッ
シ
リ
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。

和
倉
温
泉
の
競
馬
場
跡
へ

羽
咋
の
話
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
次
の
目
的
地
、
和
倉
温
泉
へ
向
か
お
う
。

大
正
〜
昭
和
戦
前
の
地
方
競
馬
草
創
期
に
は
、
温
泉
地
の
誘
客
事
業
の
一
環
と
し
て
競
馬
場
を
設
け
た
と

こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
大
分
県
の
別
府
、
鳥
取
県
の
皆か

い

生け

、
静
岡
県
の
長
岡
や
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）

年
ま
で
開
催
し
て
い
た
山
形
県
の
上

か
み
の

山や
ま

な
ど
が
好
例
。
和
倉
温
泉
競
馬
場
も
そ
の
う
ち
の
１
つ
だ
っ
た
。

和
倉
温
泉
に
競
馬
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
昔
の
旅
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
知
っ
た
。
そ
こ
に
載
っ
て
い
た

案
内
図
（
鳥
瞰
図
）
に
、
旅
館
街
近
く
の
山
中
に
あ
っ
た
競
馬
場
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
た
の
だ
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
秋
、
突
如
ひ
ら
め
い
て
先
の
鳥
瞰
図
を
手
が
か
り
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ａ
ｐ

で
探
索
し
て
み
た
結
果
、
つ
い
に
跡
地
ら
し
き
場
所
を
発
見
し
た
。
そ
こ
は
、
温
泉
街
南
側
の
山
の
中
、
今

は
﹁
わ
く
ら
の
郷
公
園
﹂
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ａ
ｐ
の
上
で
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
が
競
馬
場
跡
だ
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。

画
像
を
衛
星
写
真
に
切
り
替
え
て
、
初
め
て
﹁
こ
れ
か
も
？
﹂
と
思
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
周
り
を
森
に
囲
ま
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れ
た
中
、
そ
こ
（
公
園
）
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
空
き
地
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ー
ス
が
ス

ッ
ポ
リ
と
収
ま
り
そ
う
な
広
さ
と
形
を
兼
ね
備
え
て
い
た
か
ら
だ
。

念
の
た
め
、
和
倉
温
泉
観
光
協
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
た
し
か
に
そ
れ
は

競
馬
場
の
跡
と
の
こ
と
。﹁
こ
う
な
っ
た
ら
、
そ
こ
を
見
に
行
く
し
か
な
い
﹂。
そ
う

思
っ
て
、〝
ぶ
ら
り
旅
〞
に
出
か
け
た
と
い
う
次
第
だ
。
実
を
言
う
と
、
先
の
羽
咋
と

後
に
取
り
上
げ
る
越
中
八
尾
に
行
っ
た
の
は
、
そ
の
〝
つ
い
で
〞
だ
っ
た
。

羽
咋
の
選
手
競
馬

こ
こ
ま
で
の
拙
稿
を
ご
一
読
い
た
だ
い
た
田
島
芳
郎
さ
ん
か
ら
﹁
１
９
１
８
（
大

正
７
）
年
の
羽
咋
競
馬
で
行
わ
れ
た
選
手
競
馬
は
、
選
手
権
競
馬
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
選
ば
れ
た
馬
＝
洋
種
馬
に
よ
る
レ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
は
？
﹂
と
の
ご
指
摘
を

頂
戴
し
た
。
当
時
珍
し
か
っ
た
洋
種
馬
は
〝
能
登
馬
〞
な
ど
と
は
走
力
が
段
違
い
で
、

一
緒
に
競
わ
せ
た
ら
勝
負
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
別
の
競
走
が
組
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
推
測
だ
。

先
に
書
い
た
と
お
り
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
選
手
競
馬

は
初
日
に
予
習
２
回
、
２
日
目
に
１
回
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
予
習
２
回

『和歌崎館パンフレット鳥瞰図』。今の JR七尾線が和倉まで開通した1925（大
正14）年12月以降に制作されたもの。競馬場（図の左奥、3頭の馬が描かれ
ている）は名物の1つだったようだ。しかし、その後まもなく、地方競馬規則
によって競馬場の数が制限された影響で、和倉温泉競馬場は姿を消してしまう 206



に
つ
い
て
は
１
、
２
着
馬
の
馬
名
な
ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
２
日
目
の
結
果
を
伝
え
る
記
事
は
な
ぜ
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
初
日
予
選
↓
２
日
目
決
勝
と
い
う
形
式
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
察

し
を
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
…
…
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
田
島
さ
ん
の
推
測
は
有
力
な
説
と
し

て
承
っ
て
お
き
た
い
。

忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
に

さ
て
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 
Ｍ
ａ
ｐ
で
目
星
を
付
け
た
和
倉
温
泉
の
競
馬
場
跡
。
そ
れ
は
、
温
泉
街
と
Ｊ
Ｒ
和

倉
温
泉
駅
付
近
と
を
結
ぶ
抜
け
道
沿
い
に
あ
っ
た
。
訪
れ
た
の
は
秋
の
夕
暮
れ
。
海
に
面
し
た
旅
館
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
し
て
荷
物
を
置
き
、
時
お
り
車
が
通
る
以
外
に
人
の
気
配
を
全
く
感
じ
な
い
山
道
を
20
分
く
ら
い

登
っ
て
現
場
に
た
ど
り
着
い
た
。

林
の
中
が
そ
こ
だ
け
開
け
て
い
て
、
大
木
を
〝
Ｈ
形
〞
に
組
ん
だ
門
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

く
ぐ
っ
て
中
に
入
る
と
、
た
だ
の
空
き
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
木
製
の
ベ
ン
チ
が
し
つ
ら

え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
ど
れ
も
古
び
て
い
て
頻
繁
に
人
が
利
用
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
競
馬
場
跡
だ
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
公
園
に
な
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
、〝
忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
〞
だ
。

日
暮
れ
も
迫
り
、
雑
草
を
か
き
分
け
て
コ
ー
ス
跡
と
思
わ
れ
る
場
所
を
ひ
と
回
り
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に

は
な
れ
ず
、
早
々
に
宿
へ
と
引
き
返
し
た
。
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和
倉
温
泉
競
馬
場
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
竣
工
、
同
年
９
月
６
、

７
日
に
最
初
の
競
馬
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
地
方
競
馬
規
則
に
基
づ

く
競
馬
の
開
催
地
が
羽
咋
と
金
沢
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
同
競
馬
場
の
歴

史
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
る
。

現
場
を
訪
れ
た
翌
日
、
和
倉
温
泉
観
光
協
会
の
平
野
正
樹
さ
ん
の
ご
紹

介
で
、
郷
土
史
家
の
古
川
正
俊
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
古
川
さ
ん
に
よ

る
と
、
跡
地
は
運
動
場
や
射
撃
練
習
場
な
ど
へ
の
転
用
を
経
て
、
２
０
０

４
（
平
成
16
）
年
に
﹁
わ
く
ら
の
郷
公
園
﹂
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
し
か
し
、

桜
の
季
節
以
外
は
ほ
ぼ
何
も
な
い
公
園
で
来
場
者
は
少
な
く
、
開
場
か
ら

20
年
近
く
た
っ
た
今
、
先
に
書
い
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
だ
。

ま
た
、
和
倉
の
海
岸
は
ケ
ガ
を
し
た
馬
の
治
療
に
利
用
さ
れ
、﹁
嘯

し
ょ
う

虎こ

巖が
ん

﹂
と
呼
ば
れ
る
奇
岩
の
あ
た
り
に
は
、﹁
馬
つ
な
ぎ
﹂
と
い
う
場
所
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
訪
ね
て
み
る

と
、
そ
こ
は
か
の
有
名
な
﹁
加
賀
屋
﹂
の
す
ぐ
脇
だ
っ
た
。

和
倉
で
は
、
羽
咋
と
同
じ
く
、
普
通
競
馬
、
速
足
（
速
歩
）
競
馬
、
輓
馬
競
走
の
ほ
か
、
幌
引
（
母
衣
引

き
）
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
開
催
日
に
は
、
私
が
歩
い
た
道
を
通
っ
て
、
多
く
の
出
走
馬
や
関
係
者
、

和倉競馬場跡の「わくらの郷公園」入口。木の“門”の手前に公園
の名前を記した石組みがあるが、伸び放題の草の陰に埋もれている
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湯
治
客
な
ど
が
競
馬
場
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
。
変
わ
り
果
て
て
は
い
る
も
の
の
、
和
倉
に
競
馬
場
が
あ
っ
た

証
は
確
か
に
残
っ
て
い
た
。

越
中
八
尾
の
馬
頭
観
世
音
碑

こ
の
旅
で
は
、
越え

っ

中ち
ゅ
う

八や
つ

尾お

の
競
馬
場
跡
に
も
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
に
は
今
、
富
山
県
立
八
尾
高
校
の
野
球

場
な
ど
が
あ
る
。

高
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
片
隅
に
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
た
。
正
面
に
﹁
馬
頭
観
世
音
﹂
の
文
字
。
裏

側
に
は
次
の
よ
う
な
由
緒
が
刻
ま
れ
て
い
た
（
原
文
の
ま
ま
。
な
お
、
立
ち
入
り
は
八
尾
高
校
に
事
後
承
諾
し
て

い
た
だ
い
た
）。

﹁
昭
和
三
年
八
月
八
尾
競
馬
場
開
設
に
伴
い
馬
頭
観
世
音
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
が
昭
和
十
二
年
日
華
事
変
勃

発
戦
争
激
化
と
共
に
競
馬
場
閉
鎖
の
為
め
に
観
音
碑
も
そ
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ
た　

然
る
に
昭
和
三
十
七

年
十
二
月
五
日
よ
り
八
夜
に
わ
た
り
塚
田
芳
次
郎
の
枕
頭
に
霊
夢
が
あ
り
驚
き
探
し
た
と
こ
ろ
校
地
の
一

隅
に
三
片
に
割
れ
て
埋
没
し
た
観
音
碑
を
発
見
直
ち
に
再
建
せ
ん
と
し
た
が
修
復
不
能
の
た
め
当
塚
中
に

安
置
し
当
碑
を
改
め
て
再
建
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す　

昭
和
三
十
九
年
七
月
十
八
日
再
建
之
﹂
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今
は
な
き
競
馬
場
の
跡
地
近
く
に
は
馬
頭
観
世
音
が
遺
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
競
馬
場
が
存
在
し
て
い
た
頃
に
建
立
さ
れ
た
も

の
。
騎
手
や
馬
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
競
馬
開
催
の
始
ま
り
に
あ
わ
せ
て

祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
〝
破
片
〞
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
再
び

建
て
ら
れ
た
馬
頭
観
世
音
に
出
会
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
し
か
も
そ

れ
は
、
塚
田
芳
次
郎
な
る
人
物
が
見
た
夢
の
お
か
げ
で
見
つ
か
っ
た
と
い

う
（
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
）。
な
ん
と
も
貴
重
な
競
馬

場
遺
跡
だ
。

ち
な
み
に
、
八
尾
で
の
初
競
馬
は
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
４
月
27
日

に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
10
月
13
日
付
け
の
﹃
富

山
新
報
﹄
に
は
、
同
日
午
後
３
時
か
ら
馬
頭
観
音
の
開
眼
式
を
挙
行
す
る
、

と
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
先
の
碑
文
に
刻
ま
れ
た
内
容
に
は
、
事
実
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

富山県立八尾高校のテニスコート脇に立つ馬頭観世音碑。
裏面にユニークな由緒が刻まれている。とても珍しい競
馬場遺跡の1つだ
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八
尾
お
わ
ら
資
料
館
に
遺
る
ポ
ス
タ
ー

﹁
お
わ
ら
風
の
盆
﹂
で
知
ら
れ
る
八
尾
は
、
古
く
か
ら
養
蚕
業
で
栄
え
、
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
荷
物
を
運
ぶ
馬
も
多
く
繫
養
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
通
川
右
岸
を
南
北
に
直
進
す
る
通
称
〝
ぶ
り

街
道
〞（
今
の
国
道
41
号
線
）
が
富
山
と
飛
驒
地
方
を
結
ぶ
道
の
本
流
と
さ
れ
た
た
め
、
対
岸
の
八
尾
は
次
第

に
衰
退
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
地
元
の
有
志
が
一
丸
と
な
っ
て
鉄
道
を
誘
致
。
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
八
尾
を
通
る
た
め
に
蛇
行
さ
せ
た
飛
越
線
（
現
・
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
）
が
開
通
す
る
。
競
馬

場
は
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に
、
八
尾
へ
の
さ
ら
な
る
誘
客
を
狙
っ
て
設
け
ら
れ
た
。﹁
風
の
盆
﹂
と
並
ぶ
〝
町

お
こ
し
の
目
玉
〞
と
し
て
競
馬
が
開
催
さ
れ
た
わ
け
だ
。

そ
の
こ
と
を
示
す
遺
品
が
、
八
尾
お
わ
ら
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
競
馬
と
盆
踊
り
の
開
催
告
知
を
ひ
と
ま
と
め
に
し

て
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
だ
。
こ
れ
は
い
つ
ご
ろ
作
ら
れ
た
も
の
だ

ろ
う
か
？　

﹁
風
の
盆
﹂
が
行
わ
れ
る
の
は
毎
年
９
月
１
〜
３
日
と
決
ま
っ

て
い
る
。
一
方
、
競
馬
の
日
取
り
は
同
13
、
14
、
15
日
と
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
頼
り
に
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、
１
９
３
０

（
昭
和
５
）
年
の
秋
開
催
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

八尾競馬と「おわら風の盆」の告知ポスター。後に
行われる競馬のほうが上に描かれていて、地元の期
待のほどがうかがえる（八尾おわら資料館で常設展
示されている）



こ
う
し
た
貴
重
な
品
を
目
の
当
た
り
に
す
る
の
も
〝
ぶ
ら
り
旅
〞
の
楽
し
み
。
和
倉
温
泉
競
馬
場
跡
を
見

つ
け
出
し
、
ぜ
ひ
そ
こ
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
で
か
け
た
こ
の
旅
で
は
、
和
倉
だ
け
で
な
く
羽
咋
、
越

中
八
尾
で
も
、
な
か
な
か
〝
い
い
も
の
〞
に
巡
り
会
え
た
。

宇
部
編
　〝
宮
競
馬
〟
の
跡
を
訪
ね
て

き
っ
か
け
は
松
江
八
幡
宮

山
口
県
の
宇
部
で
は
、
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
か
ら
１
９
５
４
（
昭
和

29
）
年
に
か
け
て
地
方
競
馬
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
競
馬
場
は
、
甲
子
園

に
春
夏
あ
わ
せ
て
５
回
出
場
し
て
い
る
宇
部
鴻
城
高
校
野
球
部
の
練
習
グ

ラ
ウ
ン
ド
付
近
に
あ
っ
た
。
そ
の
東
隣
に
あ
る
﹁
輝
き
の
里
﹂
と
い
う
社

会
福
祉
施
設
の
脇
に
、﹁
宇
部
競
馬
場
跡
﹂
と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
建
っ
て

い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
８
月
、
記
念
碑
の
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
、
現

「松江八幡宮競馬場審判台」。今回の“ぶらり旅”に出かけるきっかけと
なった宇部の“競馬場遺跡”
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地
を
訪
れ
た
。
あ
ら
か
じ
め
調
べ
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
宇
部
周
辺
に
点
在
す
る
八
幡
宮
で
は
、
秋
祭
り
の
余

興
と
し
て
競
馬
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
遺
構
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い

る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
宇
部
競
馬
場
跡
と
あ
わ
せ
、
同
市
東
須
恵
に
あ
る
松

し
ょ
う

江ご
う

八
幡
宮
に
も
行
っ
て
み
た
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
、
か
つ
て
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
八
幡
宮
の
１
つ
。
社
殿
右
奥
の
黒
石
公
園
が
昔
の
馬
場
跡
で
、
一

隅
に
は
石
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
立
派
な
決
勝
審
判
台
が
遺
さ
れ
て
い
た
。

ぜ
ひ
、
ほ
か
の
遺
構
も
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。
そ
う
思
っ
て
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
11
月
、
２
度
目
の

探
訪
に
出
か
け
た
。

琴
崎
八
幡
宮
の
競
馬
場
跡

最
初
に
訪
ね
た
の
は
琴
崎
八
幡
宮
。
８
５
９
年
に
創
建
さ
れ
た
宇
部
地
方
の
〝
総
鎮
守
社
〞
で
、
同
八
幡

宮
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
﹁
地
元
の
皆
様
か
ら
は
﹃
は
ち
ま
ん
さ
ま
﹄
と
長
年
慕
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
も
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
八
幡
宮
の
競
馬
場
跡
も
本
殿
右
奥
に
あ
っ
た
。
北
東
か
ら
南
西
の
向
き
に
細
長
く
広
が
る
琴
崎
公
園 

（
運
動
場
）
が
そ
れ
で
、
南
西
側
の
コ
ー
ナ
ー
跡
以
外
は
丘
の
斜
面
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
斜
面
は
〝
天
然

の
観
覧
席
〞。
馬
場
は
斜
面
の
裾
の
部
分
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
。
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琴
崎
の
競
馬
場
跡
に
は
、
松
江
八
幡
宮
に
も
あ
っ
た
決
勝
審
判
台
に
加

え
、
特
別
観
覧
席
が
遺
っ
て
い
た
。
２
つ
の
石
垣
に
挟
ま
れ
て
立
つ
案
内

板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

﹁
琴
崎
八
幡
宮
で
は
江
戸
時
代
に
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
広
場

は
円
形
馬
場
で
、
明
治
以
後
に
は
じ
ま
っ
た
西
洋
形
式
の
競
馬
場
で
あ
っ

た
。
鐘
台
の
台
座
に
﹃
市
制
十
周
年
記
念
競
馬
場
大
拡
張
﹄
と
刻
ま
れ
て

お
り
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
市
制
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
馬

場
の
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
た
様
子
が
わ
か
る
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年

ま
で
競
馬
は
続
い
た
﹂

こ
こ
に
あ
る
と
お
り
、
決
勝
審
判
台
に
は
発
走
の
際
に
鳴
ら
す
鐘
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
吊
り
下
げ
た
金
具
は
、
今
も
台
上
に
残
っ

て
い
る
。
一
方
、
台
座
に
は
﹁
勝
敗
場
﹂
の
文
字
。
隣
の
特
観
席
に
は

﹁
供
進
使
・
神
官
惣
代
席
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
供
進
使
と
は
、
神
に
幣へ

い

帛は
く

（
＝
供
え
物
）
を
奉
る
使
い
の
こ

と
。
戦
前
、
琴
崎
八
幡
宮
は
〝
県
社
〞
と
さ
れ
、
山
口
県
が
奉
幣
し
て
い
た
。
特
観
席
か
ら
は
、
そ
の
昔
、

県
の
使
者
が
神
官
総
代
と
と
も
に
競
走
を
観
戦
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
台
座
の
文
字
は
、
琴
崎
八
幡
宮
が
〝
県

社
〞
だ
っ
た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。

「琴崎競馬場の勝敗場と供進使・神官惣代席」。“勝敗場”は決勝審判台。
台座の上に、発走の合図に鳴らす鐘を取り付ける金具が残されている。
その右にある“特別観覧席”は琴崎ならではの設備
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琴
崎
は
〝
八
幡
宮
競
馬
発
祥
の
地
〞
？
　

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
12
月
１
日
発
行
の
地
元
紙
﹃
宇
部
時
報
﹄
に
、
大
正
天
皇
即
位
御
大
典
の
奉
祝

行
事
と
し
て
、
琴
崎
八
幡
宮
で
競
馬
や
相
撲
、
宝
探
し
、
福
引
き
、
餅
ま
き
な
ど
の
余
興
が
行
わ
れ
た
、
と

の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
余
興
は
周
辺
集
落
の
住
民
た
ち
が
思
い
思
い
に
催
し
た
も
の
。
競
馬
は
﹁
恩
田
以
東
沖
宇
部
方

面
（
現
Ｊ
Ｒ
宇
部
線
東
新
川
、
宇
部
岬
駅
周
辺
）﹂
の
住
民
に
よ
る
企
画
だ
っ
た
。

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
山
口
縣
之
農
業
﹄
に
よ
る
と
、〝
旧
藩
時
代
〞
に
県
内
各
地
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
馬
産
は
、
一
時
期
﹁
廃は

い

頽た
い

（
＝
す
た
れ
て
衰
え
る
こ
と
）、
ほ
と
ん
ど
ど
跡
な
き
﹂
ま

で
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
０
０
（
明
治
33
）
〜
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
ご
ろ
、
そ
れ
を
再
興

す
る
た
め
に
県
が
東
北
地
方
か
ら
種
牡
馬
と
牝
馬
を
購
入
。
こ
れ
ら
を
産
馬
組
合
に
貸
し
付
け
馬
産
を
奨
励

す
る
と
、﹁
産
駒
の
成
績
年
々
上
進
の
傾
向
﹂
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

山
口
県
が
馬
産
の
再
興
に
乗
り
出
し
た
時
期
は
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
〜
95
年
）
の
後
。
軍
馬
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
た
時
代
と
重
な
る
。
県
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
国
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
産

駒
の
成
績
が
向
上
し
て
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
〜
05
年
）
の
後
く
ら
い
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
軍
馬
育
成
と
そ
れ
を
支
え
る
馬
産
の
振
興
に
は
競
馬
の
開
催
が
不
可
欠
と
さ
れ
、

今
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
ル
ー
ツ
と
な
る
競
馬
主
催
団
体
が
次
々
に
発
足
。
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
11
月
に
馬
券
発
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売
を
伴
う
競
馬
を
開
催
し
た
東
京
の
池
上
を
は
じ
め
、
西
洋
式
の
競
馬
場
が
各
地
に
設
け
ら
れ
た
。
宇
部
周

辺
で
も
、
産
馬
事
業
の
復
興
と
と
も
に
農
耕
や
物
資
の
運
搬
な
ど
に
多
く
の
馬
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
う
い
う
馬
を
集
め
て
、
流
行
の
最
先
端
を
行
く
競
馬
が
催
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
調
べ
た
限
り
で
は
、
琴
崎
で
の
〝
御
大
典
奉
祝
競
馬
会
〞
を
報
じ
た
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
の
新

聞
記
事
は
、
宇
部
周
辺
の
西
洋
式
競
馬
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
か
っ
た
。
し
か
も
、
琴
崎
八

幡
宮
は
宇
部
の
総
鎮
守
社
。
当
地
で
最
も
重
要
な
行
事
が
そ
こ
で
執
り
行
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ

る
。
そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
琴
崎
競
馬
場
は
宇
部
の
〝
八
幡
宮
競
馬
発
祥
の
地
〞
と
言
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

競
馬
が
欠
か
せ
な
い
催
し
に

琴
崎
八
幡
宮
で
の
競
馬
は
、
秋
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
、
毎
年
10
月
15
日
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
、
大
き
な
行
事
に
付
き
物
の
催
し
と
し
て
、
事
あ
る
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
堀
雅

昭
著
﹃
琴
崎
八
幡
宮
物
語
／
宇
部
を
育
ん
だ
歴
史
と
文
化
﹄
に
は
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
５
月
の
﹁
宇

部
市
馬
匹
畜
産
組
合
発
会
式
﹂
当
日
や
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
５
月
に
戦
後
初
め
て
の
﹁
新
川
市
ま
つ

り
﹂
が
催
さ
れ
た
際
に
も
競
馬
を
行
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
著
に
よ
れ
ば
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
８
月
に
競
馬
場
を
拡
張
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
寄
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付
を
募
っ
た
も
の
の
、
関
東
大
震
災
の
発
生
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
結
局
そ
の
計
画
は
、
１
９

３
１
（
昭
和
６
）
年
の
宇
部
市
制
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
現
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、

先
に
書
い
た
〝
勝

し
ょ
う

敗は
い

場ば

〞
と
〝
供
進
使
・
神
官
惣
代
席
〞
の
台
座
だ
っ
た
わ
け
だ
。

さ
ら
に
同
著
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
７
月
２
日
、
宇
部
市
馬
匹
畜
産
組
合
の
組
合
長
が
山
口
県
庁

に
出
向
い
て
、
地
方
競
馬
場
設
置
の
要
望
を
述
べ
た
と
い
う
﹃
宇
部
新
報
﹄
の
報
道
を
紹
介
し
て
い
る
。
先

述
し
た
同
組
合
の
発
会
は
、
地
方
競
馬
規
則
に
基
づ
く
競
馬
開
催
の
要
件
を
満
た
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

﹁〝
八
幡
宮
競
馬
〞
を
正
式
な
地
方
競
馬
に
﹂
と
の
願
い
は
す

ぐ
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
戦
後
の
宇
部
競
馬
場
開

場
に
繫
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
競
馬
は
、
宇
部
の
町

に
欠
か
せ
な
い
催
し
に
な
っ
て
い
っ
た
。

南
方
八
幡
宮
裏
手
の
運
動
公
園

琴
崎
の
次
に
訪
れ
た
の
は
南

み
な
み

方が
た

八
幡
宮
。
そ
の
馬
場
は
本

堂
の
裏
手
に
あ
っ
た
。
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
撮
影
さ

れ
た
航
空
写
真
に
は
、
楕
円
形
の
コ
ー
ス
が
く
っ
き
り
と
写

っ
て
い
る
。

南方八幡宮・空中写真。1962（昭和37）年6月1日、国
土地理院撮影。南方八幡宮競馬場を見事にとらえた一枚。
写真の上が北。右下の森の端から馬場方向に向けて真っ
直に参道が延び、その奥に本殿があることもわかる



宇
部
新
川
駅
前
か
ら
宇
部
中
央
病
院
方
面
へ
向
か
う
バ
ス
で
約
25
分
、
山
村
入
口
と
い
う
停
留
所
で
下
車
。

八
幡
宮
は
、
そ
こ
か
ら
北
へ
15
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

本
殿
の
す
ぐ
裏
手
が
草
野
球
場
２
面
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
を
擁
す
る
運
動
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
か
つ
て
の
競
馬
場
跡
で
、
馬
場
は
そ
れ
ら
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
付
近
を
歩

い
て
み
た
も
の
の
、
琴
崎
や
松
江
に
遺
っ
て
い
た
よ
う
な
審
判
台
や
記
念
碑
な
ど
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
こ

が
競
馬
場
だ
っ
た
こ
と
は
、
昔
と
今
の
航
空
写
真
を
照
合
す
れ
ば
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と
地
元

の
人
の
記
憶
か
ら
も
消
え
失
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
標
柱
の
一
本
で
も
い
い
か
ら
、
何
か
し
ら
の

〝
証
〞
を
残
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

古
尾
八
幡
宮
の
馬
場
跡
は
？
　 

琴
崎
と
南
方
を
訪
ね
た
翌
日
、
今
度
は
古
尾
八
幡
宮
へ
。
宇
部
新
川
駅
か
ら
新
山
口
行
き
の
電
車
に
乗
り
、

最
寄
駅
の
岐き

波わ

に
向
か
う
。
駅
に
着
く
直
前
、
車
窓
右
手
に
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
見
え
た
。
そ
れ
は
古
尾

八
幡
宮
の
〝
鎮
守
の
森
〞。
岐
波
駅
か
ら
歩
い
て
15
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
本
殿
は
森
の
ほ
ぼ
中
央
に
建

っ
て
い
る
。

琴
崎
も
松
江
も
南
方
も
、
競
馬
場
跡
は
運
動
公
園
に
な
っ
て
い
た
。
地
図
を
見
る
と
、
古
尾
八
幡
宮
の
一

の
鳥
居
前
に
も
﹁
東
岐
波
体
育
広
場
﹂
が
あ
る
。
た
ぶ
ん
そ
れ
が
馬
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
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て
、
本
殿
で
参
拝
を
済
ま
せ
た
後
、
ま
ず
は
そ
の
場
所
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
は
﹁
波は

雁か
り

ヶが

浜は
ま

遺
跡
﹂
と
い
う
大
昔
の
製
塩
所
跡
だ
っ
た
。
運
動
広
場
の
脇
に
立
て
ら
れ
た

案
内
板
の
説
明
文
を
読
ん
で
も
、
競
馬
場
跡
な
の
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
。
運
動
広
場
で
お
年
寄
り
の
グ

ル
ー
プ
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
尋
ね
て
み
た
。

す
る
と
、
運
よ
く
競
馬
の
こ
と
を
ご
存
じ
の
方
が
い
て
、﹁
馬
場
は
（
鎮
守
の
）
森
の
中
に
あ
っ
た
。〝
羽

衣
の
松
〞
の
そ
ば
に
審
判
台
が
遺
っ
て
い
る
よ
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
。

す
ぐ
に
本
殿
の
ほ
う
へ
引
き
返
し
、
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
森
の
中
を
探
す
。
ほ
ど
な
く
、
目
印
の
〝
松
〞

の
斜
め
向
か
い
に
そ
れ
を
見
つ
け
た
。
松
江
や
琴
崎
で
見
た
よ
う
な
〝
石
積
み
〞
だ
。
台
座
は
古
そ
う
だ
が
、

そ
の
上
に
、
わ
り
と
新
し
い
金
属
製
の
柵
と
﹁
史
跡
・
宮
競
馬
勝
敗
場
（
審
判
台
）﹂
と
書
い
た
看
板
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。〝
宮
競
馬
〞
と
は
、
も
ち
ろ
ん
八
幡
宮
で
催
さ
れ
て
い
た
競
馬
の
こ
と
。
た
だ
の
〝
草
競

馬
〞
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

〝
勝

し
ょ
う

敗は
い

場ば

〞
は
、
一
の
鳥
居
、
二
の
鳥
居
か
ら
本
殿
に
向
か
っ
て
伸
び
る
参
道
の
左
側
に
あ
っ
た
。
そ
の
あ

た
り
を
歩
く
と
、〝
羽
衣
の
松
〞
と
〝
勝
敗
場
〞
と
の
間
を
通
る
小
道
が
正
面
、
参
道
が
向
正
面
の
〝
直
線
〞

で
、
本
殿
左
手
前
に
１
、
２
コ
ー
ナ
ー
、
二
の
鳥
居
近
く
に
３
、
４
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
直
線
部
分
の
長
さ
は
約
80
メ
ー
ト
ル
で
、
コ
ー
ナ
ー
は
半
径
12
〜
13
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
〝
超
急
カ

ー
ブ
〞
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
馬
場
１
周
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
馬
場

219 第４章　　各 地 の 競 馬 史 を た ど る ぶ ら り 旅



の
外
側
だ
け
で
な
く
内
側
に
も
〝
鎮
守
の
森
〞
の
木
々
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
こ
の
競
馬
場
で
馬
を
そ
れ
な

り
の
速
さ
で
走
ら
せ
る
に
は
、
高
度
な
騎
乗
技
術
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
だ
。

本
殿
の
隣
に
あ
る
建
物
か
ら
出
て
き
た
宮
司
さ
ん
ら
し
き
方
か
ら
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
伺
え
た
。﹁
古
尾

で
は
毎
年
10
月
10
日
に
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
﹂、﹁
レ
ー
ス
は
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
争
わ
れ
、
最

も
格
上
だ
っ
た
の
が
〝
大
関
〞
に
よ
る
優
勝
戦
。
こ
れ
に
勝
っ
た
馬
は
、
１
頭
だ
け
で
馬
場
を
回
っ
た
（
つ

2万5千分1地形図「阿知須」。国土地理院1971（昭和46）年2
月28日発行。宇部周辺5カ所の八幡宮競馬場の中で、北方の馬
場だけが地形図に表記された。参道を横切っているのは山陽本
線。上が本由良駅の方向

北方八幡宮・審判台。木立の中、草むらに隠れて“石積み”が遺
っていた。松江、琴崎、古尾と同じようなもので、審判台＝“勝
敗場”だったことは間違いない。各八幡宮の氏子たちが競って
作ったのだろう
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ま
り
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
）﹂、﹁
昭
和
40
年
ご
ろ
、
急
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
切
れ
な
か
っ

た
馬
が
木
に
激
突
し
て
死
亡
。
そ
れ
を
機
に
競
馬
は
危
険
と
さ
れ
、
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
﹂…
…
。

戦
前
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
の
〝
宮
競
馬
〞
を
走
っ
た
の
は
、
近
郷
近
在
で
農
耕
や
物
資
の
運
搬
に
使

わ
れ
て
い
た
馬
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
タ
カ
が
知
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
次
第
に
機
械

や
自
動
車
が
馬
に
取
っ
て
代
わ
り
、
周
辺
で
飼
養
さ
れ
る
馬
の
数
が
激
減
す
る
と
、
競
走
用
の
ア
ラ
ブ
や
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
を
連
れ
て
こ
な
い
と
競
馬
を
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
う
い
う
馬
に
と
っ
て
、
古
尾
の
馬
場

は
小
さ
す
ぎ
た
。
事
故
が
起
こ
る
の
も
当
た
り
前
。〝
宮
競
馬
〞
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
〝
時

代
の
流
れ
〞
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

北
方
八
幡
宮
に
も
〝
例
の
も
の
〞
が

最
後
に
、
北き

た

方が
た

八
幡
宮
を
訪
ね
た
。
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
本ほ

ん

由ゆ

良ら

駅
か
ら
宇
部
方
向
に
向
か
っ
て
線
路
沿
い

を
歩
く
こ
と
20
分
、
右
手
に
石
段
と
鳥
居
が
見
え
て
き
た
。
石
段
下
ま
で
進
ん
で
見
上
げ
る
と
、
奥
に
本
殿

が
た
た
ず
ん
で
い
る
。

本
殿
右
手
奥
の
森
の
中
、
高
い
木
々
に
囲
ま
れ
て
、
東
西
に
細
長
く
楕
円
を
描
く
道
が
あ
っ
た
。
そ
こ
が

コ
ー
ス
跡
だ
。
左
回
り
に
歩
い
て
み
る
と
、
４
分
の
３
周
し
た
あ
た
り
の
馬
場
外
側
に
、
松
江
や
琴
崎
、
古

尾
の
八
幡
宮
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
〝
石
積
み
〞
が
見
え
た
。
木
立
と
草
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
も
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ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
〝
勝
敗
場
〞。
さ
ら
に
、
本
殿
の
前
に
は
馬
を
繫
い
だ
と
思
わ
れ
る
建
物
も
遺
っ
て
い
た
。

松
江
を
振
り
出
し
に
巡
礼
し
た
５
つ
の
八
幡
宮
の
中
で
、〝
宮
競
馬
〞
の
跡
を
最
も
色
濃
く
残
し
て
い
た
の

が
、
最
後
に
訪
れ
た
北
方
八
幡
宮
だ
っ
た
。

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
11
月
14
日
付
け
の
﹃
ウ
ベ
ニ
チ
﹄（
今
の
﹃
宇
部
日
報
﹄）
に
、﹁
秋
祭
り
の
草
競

馬
﹂
と
題
し
て
〝
宮
競
馬
〞
の
様
子
を
記
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
競
走
の
前
に
は
相
撲
の
よ
う
な
〝
呼
び
出
し
〞
が
あ
っ
た
と
い
う
。﹁
ト
ー
ザ
イ
、
ト
ー

ザ
イ
、
さ
ん
ば
（
筆
者
注
＝
最
も
格
下
の
馬
）
の
呼
び
出
し
ー
イ
、
井
関
の
松
井
ー
イ
、
岐
波
の
田
辺
一
エ
、

秋
穂
の
藤
田
ー
ア
、
小
郡
の
山
田
ー
ア
、
四
頭
だ
て
に
て
、
周
は
ア
一
五
周
一
ウ
﹂。

そ
の
後
、﹁
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
で
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
鐘
、
ド
ド
ド
ド
ッ
と
蹄
の
音
、
ワ
ー
ッ
と
歓
声
﹂。
レ

ー
ス
が
佳
境
を
迎
え
る
と
、﹁
の
り
こ
（
騎
手
）
が
互
い
に
ム
チ
を
あ
て
る
の
で
、
場
内
は
興
奮
の
ル
ツ
ボ
と

化
し
て
い
っ
た
﹂。

ぶ
ら
り
と
巡
っ
た
〝
宮
競
馬
〞
の
跡
を
思
い
出
し
な
が
ら
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
、
遠
い
昔
の
レ
ー

ス
の
様
子
が
ま
ぶ
た
の
裏
に
浮
か
ん
で
き
た
。
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＊この年までに競馬が行われていたと思われる

開設年 競馬場 競争の種類 周回の方向

1866 ニュートンアポット 障害 左

1866 ウインザー 平地 8の字形

1867 ウインカントン 平地・障害 右

1870 レッドカー 平地 左

1875 サンダウンパーク 平地・障害 右

1878 ケンプトンパーク 平地・障害 右

1882 ニューカッスル 平地・障害 左

1883 レスター 平地・障害 右

1884 プランプトン 障害 左

1886 ハンティントン 障害 右

1887 ウォルヴァーハンプトン 平地 左

1890 リングフィールドパーク 平地・障害 左

1891 ウェザビー 平地・障害 左

1892 ノッティンガム 平地 左

1899 ヘイドックパーク 平地・障害 左

1900 リポン 平地 右

1904 カーライル 平地・障害 右

1905 フェイクナム 障害 左

1905 ニューベリー 平地・障害 左

1907 エアー 平地・障害 左

1907 アットクセター 障害 左

1908 パース 障害 右

1923 サースク 平地 左

1924 フォントウェルパーク 障害 左

1924 マーケットレーセン 障害 右

1926 チェプストウ 平地・障害 左

1927 トーントン 障害 右

2008 チェルムスフォード 平地 左

2009 フォスラス 平地・障害 左



イギリスの競馬場一覧

開設年 競馬場 競争の種類 周回の方向

1500年代 ソールズベリー 平地 右（ヘアピン）

1539 チェスター 平地 左

1595* ドンカスター 平地・障害 左

1661* エプソムダウンズ 平地 馬蹄形（左カーブ）

1667 ニューマーケット 平地 逆L字形（右カーブ）

1707 ウォーウィック 障害 左

1709 ヨーク 平地 左

1711 アスコット 平地・障害 右

1718* ウースター 障害 左

1725* ラドロー 障害 右

1728 バース 平地 左

1732* セッジフィールド 障害 左

1740年頃 ヘクサム 障害 左

1755 ストラトフォードオンエイヴォン 障害 右

1767* ビバリー 平地 右

1771 ヒアフォード 障害 右

1782 ハミルトンパーク 平地 右（ヘアピン）

1783 ブライトン 平地 弓なり（左カーブ）

1783 カテリックブリッジ 平地・障害 左

1801 ポンテフラクト 平地 左

1802 グッドウッド 平地 右

1804* エクセター 障害 右

1810 グレートヤーマス 平地 左

1816 マッセルバラ 平地・障害 右

1822 ケルソ 障害 左

1829 エイントリー 障害 左

1831 チェルトナム 障害 左

1850 サウスウェル 平地・障害 左

1856 カートメル 障害 左

1859 バンゴール・オン・ディー 障害 左



デーアサリ全成績　1923（大正12）年オーストラリア産・牝　父クールトリム・母ペテーエツチ

年 月 日 開 催 日R 条 件 距 離 馬場状態 頭 数 着 順 タイム 騎 手 斤 量 2着（または1着）馬、斤量、差 馬 主 記 事

1926（大正15）年 7.10 函館春 ①7 抽籤濠州産新馬 1+1/8 良 5 2 1.59.20 松田嘉太郎 127p フアンタステツク129p（4） 土橋多次
7.11 ②7 〃 1+1/8 良 6 1① 1.59.60 〃 127p ハードゲール127p（大） 〃
7.18 ④7 抽籤濠州産新馬優勝 1+1/4 不良 5 3 2.22.00 〃 127p フリツトアバウト127p（クビ+5） 〃
8.7 札幌秋 ①6 濠州産各抽籤古馬 1+1/8 良 12 1② 1.59.60R 〃 129p レーンボウ129p（3） 〃
8.8 ②6 〃 1+1/4 良 10 1③ 2.13.00R 〃 136p イシカリ133p（アタマ） 〃
8.15 ④6 濠州産各抽籤古馬優勝 1+1/2 良 3 1④ 2.38.60R 〃 132p イシカリ126p（10） 〃
9.1 函館秋 ①3 各抽籤濠州産馬 1+1/4 良 9 1⑤ 2.12.80R 135p イシカリ133p（2） 〃
9.5 ④9 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 4 2.48.60 不明 135p フアンタステツク129p 不明
9.23 福島秋 ①8 各抽籤内外国産馬特殊ハンデ 1+1/8 不良 13 13 2.07.40 〃 127p ゴ―129p 〃 福島県賞典
9.26 ③7 各抽籤濠州産馬 1+1/8 やや良 6 1⑥ 2.04.00 松田嘉太郎 137p モントカロー137p（3） 西形金治
9.27 ④7 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 やや良 3 2同 2.14.60 〃 137p フアンタステツク133p 〃 2着同着＝イチバン129p
10.23 小倉秋 ①8 各抽籤濠州産馬 1+1/4 良 6 1⑦ 2.19.40 〃 132p モギー130p（5） 安本喜三
10.31 ④8 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 3 1⑧ 2.19.80 〃 134p モギー132p（大） 〃
12.5 京都秋 ②5 各抽籤濠州産馬 1+1/8 良 9 1⑨ 2.02.31 〃 143p スイテン151p（4） 山本由松
12.12 ④8 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 7 3 2.14.90R 〃 138p フアンタステツク132p（2.5+ハナ） 〃

1927（昭和2）年 4.2 阪神春 ①8 抽籤濠州産古馬甲 1+1/8 良 11 9 2.01.71 不明 145p ボン133p 不明
4.3 ②6 抽籤濠州産古馬 1+1/8 良 11 3 2.00.21 松田嘉太郎 145p フアンタステツク141p（0.5+2） 前田彦明
4.9 ③4 〃 1+1/8 良 7 1⑩ 1.59.58 〃 145p ダイアナ131p（0.5） 〃
4.10 ④8 抽籤濠州産古馬優勝 1+1/4 良 4 3 2.11.41 〃 145p ハゼルガー131p（2.5+5） 〃
4.16 京都春 ①9 抽籤濠州産馬特殊ハンデ 1+1/4 やや不良 9 7 2.15.52 不明 139p フアンタステツク141p 不明
4.17 ②5 抽籤濠州産馬 1 良 10 3 1.47.75R 松田嘉太郎 147p ゴシヨガワ143p（1.25+1） 前田彦明
4.28 ③5 〃 1+1/8 良 7 1⑪ 1.59.55R 〃 147p ウメハル141p 〃
4.29 ④9 抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 4 4 2.12.95R 不明 147p フアンタステツク143p 不明
5.14 横浜春 ①3 抽籤濠州産馬 1+1/8 不良 6 3 2.00.1 岸三吉 149p ウードクラツカー137p（5+1.25） 前田彦明
5.15 ②3 抽籤内外国産馬 1+1/4 やや重 8 3 2.14.2 〃 149p ダイアナ133p（1+3） 〃
5.21 ③4 抽籤濠州産馬 1+1/8 良 8 1⑫ 1.57.2 柴田寛治 149p アルビオン141p（1.5） 〃
5.22 ④7 抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 5 1⑬ 2.09.2R 〃 149p フアンタステツク149p（2.5） 〃
6.11 札幌春 ①10 抽籤内外国産古馬 1+1/4 良 5 1⑭ 2.13.1 松田嘉太郎 153p ホウセイ126p（3） 土橋多次
6.12 ②8 抽籤濠州産馬特殊ハンデ 1+1/4 良 7 1⑮ 2.12.0 〃 156p バウアーストツク134p（0.5） 〃 *バラム118p＝5着
6.19 ④6 抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 1⑯ 2.42.0 〃 158p バウアーストツク126p（1） 〃 *ユウドレツド124p＝3着
7.6 函館春 ①6 抽籤濠州産馬 1+1/4 良 6 1⑰ 2.12.4 〃 159p ライフラー131p（1） 〃 *ゲラブナ123p＝5着
7.10 ④8 抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 1⑱ 2.42.0 〃 159p ライフラー131p（ハナ） 〃 *パラム129p＝3着
8.6 札幌秋 ①10 抽籤内外国産古馬 1+1/4 良 4 3 2.17.2 〃 163p（74kg） オシマ138p（2+4） 〃
8.7 ②11 障害 1+1/4 良 7 1（1） 2.17.2 松本忠男 127p フラツクス127p（0.5） 〃
8.13 ③6 抽籤濠州産馬ハンデ 1+1/4 良 4 1⑲ 2.15.0 松田嘉太郎 160p モントカロー135p（0.75） 〃
8.14 ④11 障害優勝 1+1/4 良 5 4 2.16.3 不明 132p チヤンテクラ125p 不明
9.14 福島秋 ②11 障害 1+1/2 不良 4 2 2.59.1 柴田恒次郎 129p エリス137p（6） 伊藤豊吉
9.17 ③11 障害 1+1/2 良 3 1（2） 2.51.1 〃 129p キングトム145p（6） 〃
9.18 ④11 障害優勝 2 不良 3 3 4.05.0 〃 129p フリツトアバウト131p（2.5+大） 〃

1928（昭和3）年 4.3 阪神春 ②11 障害 2800 不良 9 5 3.20.3 不明 62kg エイラク63kg 不明
4.7 ③11 〃 2800 良 6 5 3.19.2 〃 62kg タマトヨ63kg 〃
9.12 函館秋 ①11 〃 2000 やや不良 4 1（3） 2.23.2 千葉勝登 62kg オシマ63kg（2） 土橋多次
9.16 ④11 障害優勝 2000 不良 3 1（4） 2.32.1 〃 62kg テキサス63kg（2） 〃
10.14 大禮東 ②7 各内外国産馬古馬 3400 良 4 4 3.49.3R 不明 59kg クモカゼ63kg 不明
10.16 ③10 障害 2500 良 3 2 2.54.1R 柴田恒次郎 62kg イチパン62kg（4） 土橋多次
11.24 東京秋 ①11 〃 2500 やや不良 8 3 2.55.4 秋山辰治 62kg プリモス65kg（4+6） 多賀一
11.25 ②11 〃 2500 やや不良 5 1（5） 2.56.4 〃 62kg フアンタステツク68kg（4） 〃
12.5 ④11 障害優勝 3300 不良 2 1（6） 4.13.3 〃 62kg フアンタステツク68kg（大） 〃 フアンタステツクは落馬再騎乗



開催欄の阪神は鳴尾、東京は目黒、大禮東は天皇即位大礼記念臨時目黒競馬。1926、27年の距
離表記はマイル。着順欄〇内の数字は平地の、（　）内の数字は障害戦の通算勝利数。タイム欄の
Rはレコード。斤量欄等のpはポンド。記事欄の*は最軽量馬とその斤量、着順。

デーアサリ全成績　1923（大正12）年オーストラリア産・牝　父クールトリム・母ペテーエツチ

年 月 日 開 催 日R 条 件 距 離 馬場状態 頭 数 着 順 タイム 騎 手 斤 量 2着（または1着）馬、斤量、差 馬 主 記 事

1926（大正15）年 7.10 函館春 ①7 抽籤濠州産新馬 1+1/8 良 5 2 1.59.20 松田嘉太郎 127p フアンタステツク129p（4） 土橋多次
7.11 ②7 〃 1+1/8 良 6 1① 1.59.60 〃 127p ハードゲール127p（大） 〃
7.18 ④7 抽籤濠州産新馬優勝 1+1/4 不良 5 3 2.22.00 〃 127p フリツトアバウト127p（クビ+5） 〃
8.7 札幌秋 ①6 濠州産各抽籤古馬 1+1/8 良 12 1② 1.59.60R 〃 129p レーンボウ129p（3） 〃
8.8 ②6 〃 1+1/4 良 10 1③ 2.13.00R 〃 136p イシカリ133p（アタマ） 〃
8.15 ④6 濠州産各抽籤古馬優勝 1+1/2 良 3 1④ 2.38.60R 〃 132p イシカリ126p（10） 〃
9.1 函館秋 ①3 各抽籤濠州産馬 1+1/4 良 9 1⑤ 2.12.80R 135p イシカリ133p（2） 〃
9.5 ④9 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 4 2.48.60 不明 135p フアンタステツク129p 不明
9.23 福島秋 ①8 各抽籤内外国産馬特殊ハンデ 1+1/8 不良 13 13 2.07.40 〃 127p ゴ―129p 〃 福島県賞典
9.26 ③7 各抽籤濠州産馬 1+1/8 やや良 6 1⑥ 2.04.00 松田嘉太郎 137p モントカロー137p（3） 西形金治
9.27 ④7 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 やや良 3 2同 2.14.60 〃 137p フアンタステツク133p 〃 2着同着＝イチバン129p
10.23 小倉秋 ①8 各抽籤濠州産馬 1+1/4 良 6 1⑦ 2.19.40 〃 132p モギー130p（5） 安本喜三
10.31 ④8 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 3 1⑧ 2.19.80 〃 134p モギー132p（大） 〃
12.5 京都秋 ②5 各抽籤濠州産馬 1+1/8 良 9 1⑨ 2.02.31 〃 143p スイテン151p（4） 山本由松
12.12 ④8 各抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 7 3 2.14.90R 〃 138p フアンタステツク132p（2.5+ハナ） 〃

1927（昭和2）年 4.2 阪神春 ①8 抽籤濠州産古馬甲 1+1/8 良 11 9 2.01.71 不明 145p ボン133p 不明
4.3 ②6 抽籤濠州産古馬 1+1/8 良 11 3 2.00.21 松田嘉太郎 145p フアンタステツク141p（0.5+2） 前田彦明
4.9 ③4 〃 1+1/8 良 7 1⑩ 1.59.58 〃 145p ダイアナ131p（0.5） 〃
4.10 ④8 抽籤濠州産古馬優勝 1+1/4 良 4 3 2.11.41 〃 145p ハゼルガー131p（2.5+5） 〃
4.16 京都春 ①9 抽籤濠州産馬特殊ハンデ 1+1/4 やや不良 9 7 2.15.52 不明 139p フアンタステツク141p 不明
4.17 ②5 抽籤濠州産馬 1 良 10 3 1.47.75R 松田嘉太郎 147p ゴシヨガワ143p（1.25+1） 前田彦明
4.28 ③5 〃 1+1/8 良 7 1⑪ 1.59.55R 〃 147p ウメハル141p 〃
4.29 ④9 抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 4 4 2.12.95R 不明 147p フアンタステツク143p 不明
5.14 横浜春 ①3 抽籤濠州産馬 1+1/8 不良 6 3 2.00.1 岸三吉 149p ウードクラツカー137p（5+1.25） 前田彦明
5.15 ②3 抽籤内外国産馬 1+1/4 やや重 8 3 2.14.2 〃 149p ダイアナ133p（1+3） 〃
5.21 ③4 抽籤濠州産馬 1+1/8 良 8 1⑫ 1.57.2 柴田寛治 149p アルビオン141p（1.5） 〃
5.22 ④7 抽籤濠州産馬優勝 1+1/4 良 5 1⑬ 2.09.2R 〃 149p フアンタステツク149p（2.5） 〃
6.11 札幌春 ①10 抽籤内外国産古馬 1+1/4 良 5 1⑭ 2.13.1 松田嘉太郎 153p ホウセイ126p（3） 土橋多次
6.12 ②8 抽籤濠州産馬特殊ハンデ 1+1/4 良 7 1⑮ 2.12.0 〃 156p バウアーストツク134p（0.5） 〃 *バラム118p＝5着
6.19 ④6 抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 1⑯ 2.42.0 〃 158p バウアーストツク126p（1） 〃 *ユウドレツド124p＝3着
7.6 函館春 ①6 抽籤濠州産馬 1+1/4 良 6 1⑰ 2.12.4 〃 159p ライフラー131p（1） 〃 *ゲラブナ123p＝5着
7.10 ④8 抽籤濠州産馬優勝 1+1/2 良 6 1⑱ 2.42.0 〃 159p ライフラー131p（ハナ） 〃 *パラム129p＝3着
8.6 札幌秋 ①10 抽籤内外国産古馬 1+1/4 良 4 3 2.17.2 〃 163p（74kg） オシマ138p（2+4） 〃
8.7 ②11 障害 1+1/4 良 7 1（1） 2.17.2 松本忠男 127p フラツクス127p（0.5） 〃
8.13 ③6 抽籤濠州産馬ハンデ 1+1/4 良 4 1⑲ 2.15.0 松田嘉太郎 160p モントカロー135p（0.75） 〃
8.14 ④11 障害優勝 1+1/4 良 5 4 2.16.3 不明 132p チヤンテクラ125p 不明
9.14 福島秋 ②11 障害 1+1/2 不良 4 2 2.59.1 柴田恒次郎 129p エリス137p（6） 伊藤豊吉
9.17 ③11 障害 1+1/2 良 3 1（2） 2.51.1 〃 129p キングトム145p（6） 〃
9.18 ④11 障害優勝 2 不良 3 3 4.05.0 〃 129p フリツトアバウト131p（2.5+大） 〃

1928（昭和3）年 4.3 阪神春 ②11 障害 2800 不良 9 5 3.20.3 不明 62kg エイラク63kg 不明
4.7 ③11 〃 2800 良 6 5 3.19.2 〃 62kg タマトヨ63kg 〃
9.12 函館秋 ①11 〃 2000 やや不良 4 1（3） 2.23.2 千葉勝登 62kg オシマ63kg（2） 土橋多次
9.16 ④11 障害優勝 2000 不良 3 1（4） 2.32.1 〃 62kg テキサス63kg（2） 〃
10.14 大禮東 ②7 各内外国産馬古馬 3400 良 4 4 3.49.3R 不明 59kg クモカゼ63kg 不明
10.16 ③10 障害 2500 良 3 2 2.54.1R 柴田恒次郎 62kg イチパン62kg（4） 土橋多次
11.24 東京秋 ①11 〃 2500 やや不良 8 3 2.55.4 秋山辰治 62kg プリモス65kg（4+6） 多賀一
11.25 ②11 〃 2500 やや不良 5 1（5） 2.56.4 〃 62kg フアンタステツク68kg（4） 〃
12.5 ④11 障害優勝 3300 不良 2 1（6） 4.13.3 〃 62kg フアンタステツク68kg（大） 〃 フアンタステツクは落馬再騎乗



カモイ全成績　1928（昭和3）年浦河産・牡　父ペリオン・母アイリス／栗・流星・左後肢一白

『阿さ利本店』の“ベストポジショ
ン”に掲げられたデーアサリの写
真。訪れた客は必ずこの前を通る。
愛馬の活躍を自慢したいという店
主の気持ちが伝わってくるようだ

年 月 日 開 催 日 R 条 件 距 離 馬場状態 頭 数 人 気 着 順 タイム 騎 手 斤 量 2着（または1着）馬、斤量、差 単勝払戻金 馬 主 記 事

1930（昭和5）年 7.21 函館春 ②6 抽籤内国産新馬 1800 良 5 1① 2.05.3 佐々木勇太郎 55 クラマ55（1） 若山徳次郎

7.27 ⑥6 抽籤内国産新馬優勝 1800 良 5 2 2.04.2 〃 55 ミフジ53(5） 〃

9.7 函館秋 ①7 抽籤内外国産古馬 1800 やや不良 7 1② 2.02.0 内藤精一 57 ケンキ63（4） 田中舎平

9.14 ⑥8 抽籤内外国産古馬優勝 2400 良 8 2 2.46.0 〃 55.5 ケンキ61（アタマ） 〃

12.6 京都秋 ①5 抽籤内国産古馬甲 2400 不良 13 1③ 2.02.0 〃 58 ゴールデンアロー60（1.25） エツチ

12.14 ⑥9 抽籤内国産古馬優勝 2400 良 7 2 2.47.0 〃 57 ブラケード59（4.5） 〃 京都市長賞

1931（昭和6）年 3.21 中山春 ①7 抽籤馬特殊ハンデ 2000 良 9 2 1④ 2.12.4 尾形藤吉 55 オキツカゼ59（2.5） 82.30 〃

3.29 ⑥8 抽籤馬優勝 2400 良 10 1 1⑤ 2.38.4 〃 59 コンゴウ61（7） 25.90 〃

4.18 京都春 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 良 10 1 1⑥ 2.11.3 〃 60 オキツカゼ61（1） 26.60 〃

4.26 ⑥9 抽籤内国産古馬優勝 2400 不良 4 1 1⑦ 2.44.1 〃 61 モダンボーイ56（2.5） 〃 京都市長賞

5.2 東京春 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 やや良 13 1 1⑧ 2.11.2 〃 66 アケフネ63.5（アタマ） 49.40 〃 東京競馬倶楽部賞銀製花盛器

5.10 ⑥10 抽籤内国産古馬優勝 2400 やや不良 3 1 1⑨ 2.37.3R 〃 63 コンゴウ62（6） 27.20 〃 松平伯寄贈銀杯

5.23 横浜春 ①9 ニッポンハンデキャップ 2000 良 8 1 1⑩ 2.10.0R 〃 62 コンゴウ61（2） 24.30 〃

5.31 ⑥10 抽籤内国産馬優勝 2400 良 5 1 1⑪ 2.36.0R 〃 65 コンゴウ63（1） 22.00 〃

10.10 中山秋 ④10 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 不良 9 1 1⑫ 2.20.4 〃 69 フクイチ55（1.5） 45.50 〃

10.18 ⑥10 抽籤古馬優勝 2400 やや不良 6 1 1⑬ 2.44.1 〃 67 フクイチ59（0.75） 25.50 〃

10.24 横浜秋 ①9 ニッポンハンデキャップ 2000 良 5 1 3 2.09.3R 〃 71 オキツカゼ64（1.5+0.5） 〃 2着＝フクイチ57

10.25 ②9 抽籤内国産古馬 2000 良 3 1 1⑭ 2.13.1 〃 71 クサナギ58（5） 24.00 〃

11.8 ⑧10 抽籤内国産古馬優勝 2400 良 3 1 2 2.39.0 〃 69 オキツカゼ64（1.25） 〃

11.14 東京秋 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 やや不良 6 2 2 2.11.4 〃 72.5 オキツカゼ66.5（クビ） 〃 3着＝リモ60（大）

11.16 ③9 各内国産古馬 3400 やや不良 3 3 3 3.56.3 武部省三 67 オールマイン61①人気（1＋大） 〃 2着＝ワカクサ70②人気・尾形

11.21 ④9 抽籤内国産古馬 2400 やや不良 6 1 1⑮ 2.42.4 尾形藤吉 70.5 ケンクン62（1.5） 22.50 〃

11.29 ⑥10 抽籤内国産古馬優勝 2400 不良 6 1 1⑯ 2.47.1 〃 70 アケフネ64（3.5） 31.00 〃

1932（昭和7）年 1.4 阪神記念 ①6 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 良 6 1 2 2.11.0 〃 75 エービーシー59（2） 〃

1.5 ②5乙 抽籤古馬 1800 良 8 1 1⑰ 1 59 1 〃 75 イチキタ68（2） 23.00 〃

1.10 ⑤7 抽籤古馬特別 2400 良 5 1 1⑱ 2 40 3 〃 73 エービーシー63（1.25） 27.00 〃

3.26 中山春 ④9 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 良 9 1 2 2.10.2R 〃 73 オキツカゼ67（0.5） 〃

3.27 ⑤7 抽籤馬 2400 良 6 1 1⑲ 2.39.3 〃 75 ヤヨイ65（3.5） 24.50 〃

4.3 ⑧10 抽籤馬優勝 2400 良 5 2 1⑳ 2.39.2 〃 75 オキツカゼ67（2.25） 52.50 〃



プロミエルカモイ（競走名カモイ）
を描いた絵画。『五島軒本店』の資
料室に展示されている。この馬が
いなかったら、大火後の『五島軒』
の歩みは違うものになっていたか
もしれない

着順欄○内の数字は通算勝利数。タ
イム欄のＲはレコード。斤量はすべ
てkg。1931年以降の成績表には馬
主の記載なし。1931年11月16日
のレースで、尾形は2着馬のワカク
サに騎乗していた。単勝払戻金は円
（馬券は10円単位）

カモイ全成績　1928（昭和3）年浦河産・牡　父ペリオン・母アイリス／栗・流星・左後肢一白

年 月 日 開 催 日 R 条 件 距 離 馬場状態 頭 数 人 気 着 順 タイム 騎 手 斤 量 2着（または1着）馬、斤量、差 単勝払戻金 馬 主 記 事

1930（昭和5）年 7.21 函館春 ②6 抽籤内国産新馬 1800 良 5 1① 2.05.3 佐々木勇太郎 55 クラマ55（1） 若山徳次郎

7.27 ⑥6 抽籤内国産新馬優勝 1800 良 5 2 2.04.2 〃 55 ミフジ53(5） 〃

9.7 函館秋 ①7 抽籤内外国産古馬 1800 やや不良 7 1② 2.02.0 内藤精一 57 ケンキ63（4） 田中舎平

9.14 ⑥8 抽籤内外国産古馬優勝 2400 良 8 2 2.46.0 〃 55.5 ケンキ61（アタマ） 〃

12.6 京都秋 ①5 抽籤内国産古馬甲 2400 不良 13 1③ 2.02.0 〃 58 ゴールデンアロー60（1.25） エツチ

12.14 ⑥9 抽籤内国産古馬優勝 2400 良 7 2 2.47.0 〃 57 ブラケード59（4.5） 〃 京都市長賞

1931（昭和6）年 3.21 中山春 ①7 抽籤馬特殊ハンデ 2000 良 9 2 1④ 2.12.4 尾形藤吉 55 オキツカゼ59（2.5） 82.30 〃

3.29 ⑥8 抽籤馬優勝 2400 良 10 1 1⑤ 2.38.4 〃 59 コンゴウ61（7） 25.90 〃

4.18 京都春 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 良 10 1 1⑥ 2.11.3 〃 60 オキツカゼ61（1） 26.60 〃

4.26 ⑥9 抽籤内国産古馬優勝 2400 不良 4 1 1⑦ 2.44.1 〃 61 モダンボーイ56（2.5） 〃 京都市長賞

5.2 東京春 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 やや良 13 1 1⑧ 2.11.2 〃 66 アケフネ63.5（アタマ） 49.40 〃 東京競馬倶楽部賞銀製花盛器

5.10 ⑥10 抽籤内国産古馬優勝 2400 やや不良 3 1 1⑨ 2.37.3R 〃 63 コンゴウ62（6） 27.20 〃 松平伯寄贈銀杯

5.23 横浜春 ①9 ニッポンハンデキャップ 2000 良 8 1 1⑩ 2.10.0R 〃 62 コンゴウ61（2） 24.30 〃

5.31 ⑥10 抽籤内国産馬優勝 2400 良 5 1 1⑪ 2.36.0R 〃 65 コンゴウ63（1） 22.00 〃

10.10 中山秋 ④10 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 不良 9 1 1⑫ 2.20.4 〃 69 フクイチ55（1.5） 45.50 〃

10.18 ⑥10 抽籤古馬優勝 2400 やや不良 6 1 1⑬ 2.44.1 〃 67 フクイチ59（0.75） 25.50 〃

10.24 横浜秋 ①9 ニッポンハンデキャップ 2000 良 5 1 3 2.09.3R 〃 71 オキツカゼ64（1.5+0.5） 〃 2着＝フクイチ57

10.25 ②9 抽籤内国産古馬 2000 良 3 1 1⑭ 2.13.1 〃 71 クサナギ58（5） 24.00 〃

11.8 ⑧10 抽籤内国産古馬優勝 2400 良 3 1 2 2.39.0 〃 69 オキツカゼ64（1.25） 〃

11.14 東京秋 ①9 抽籤内国産古馬特殊ハンデ 2000 やや不良 6 2 2 2.11.4 〃 72.5 オキツカゼ66.5（クビ） 〃 3着＝リモ60（大）

11.16 ③9 各内国産古馬 3400 やや不良 3 3 3 3.56.3 武部省三 67 オールマイン61①人気（1＋大） 〃 2着＝ワカクサ70②人気・尾形

11.21 ④9 抽籤内国産古馬 2400 やや不良 6 1 1⑮ 2.42.4 尾形藤吉 70.5 ケンクン62（1.5） 22.50 〃

11.29 ⑥10 抽籤内国産古馬優勝 2400 不良 6 1 1⑯ 2.47.1 〃 70 アケフネ64（3.5） 31.00 〃

1932（昭和7）年 1.4 阪神記念 ①6 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 良 6 1 2 2.11.0 〃 75 エービーシー59（2） 〃

1.5 ②5乙 抽籤古馬 1800 良 8 1 1⑰ 1 59 1 〃 75 イチキタ68（2） 23.00 〃

1.10 ⑤7 抽籤古馬特別 2400 良 5 1 1⑱ 2 40 3 〃 73 エービーシー63（1.25） 27.00 〃

3.26 中山春 ④9 抽籤古馬特殊ハンデ 2000 良 9 1 2 2.10.2R 〃 73 オキツカゼ67（0.5） 〃

3.27 ⑤7 抽籤馬 2400 良 6 1 1⑲ 2.39.3 〃 75 ヤヨイ65（3.5） 24.50 〃

4.3 ⑧10 抽籤馬優勝 2400 良 5 2 1⑳ 2.39.2 〃 75 オキツカゼ67（2.25） 52.50 〃



お
わ
り
に

ど
う
や
ら
私
に
は
昔
の
こ
と
を
知
り
た
が
る
性
質
が
あ
る
ら
し
い
（
気
づ
く
の
が
遅
い
！
）。
一
言
で
言
え

ば
〝
歴
史
好
き
〞。
と
は
い
え
、
日
本
史
や
世
界
史
の
知
識
を
深
め
よ
う
と
い
う
意
欲
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
興

味
を
持
っ
た
こ
と
の
歴
史
を
知
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

小
学
生
の
頃
か
ら
好
ん
で
読
ん
で
い
た
の
は
鉄
道
史
や
野
球
史
に
関
す
る
本
。
昔
は
子
供
向
け
に
書
か
れ

た
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。
一
方
、
競
馬
史
関
連
の
本
に
は
、
当
た
り
前
の
話
だ
が
児
童
書
の
類
い
は
な
く
、

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
出
さ
れ
た
﹃
日
本
の
名
馬
・
名
勝
負
物
語
﹄（
中
央
競
馬
ピ
ー
ア
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー

編
）
が
、
初
め
て
読
ん
だ
〝
競
馬
史
書
〞
だ
っ
た
。
最
初
の
〝
発
掘
作
業
〞
は
、﹁
は
じ
め
に
﹂
に
も
書
い
た

よ
う
に
、
10
年
ほ
ど
前
、
競
馬
中
継
の
歴
史
を
知
り
た
く
な
っ
た
と
き
に
始
ま
っ
た
。

本
格
的
な
〝
競
馬
史
書
〞
や
昔
の
新
聞
、
競
馬
雑
誌
な
ど
を
あ
た
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
﹁
ど
こ
か
に
書
き
記
し
て
お
き
た
い
﹂
と
思
っ
た
と
き
、﹃
週
刊
競
馬
ブ
ッ
ク
﹄
に

披
露
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
は
、﹁
へ
ぇ
ー
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
﹂
と
い
う
〝
ト
リ
ビ
ア
〞
や
、﹁
こ
れ
は
ど
う
い
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う
こ
と
？
﹂
と
い
う
〝
ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
〞
が
満
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
先
は
、〝
芋
づ
る
式
〞。
掘
れ

ば
掘
る
ほ
ど
、
埋
も
れ
て
い
た
事
実
が
見
つ
か
り
、
そ
の
都
度
、
同
誌
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
て
寄
稿
を
続

け
て
き
た
。

そ
の
〝
つ
る
〞
は
い
ま
だ
に
切
れ
て
い
な
い
。
少
し
前
、
同
誌
の
﹁
一
筆
啓
上
﹂
に
も
書
い
た
の
だ
が
、

〝
底
な
し
沼
〞
に
ハ
マ
リ
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
ほ
ど
、
競
馬
史
と
い
う
の
は
奥
が
深
い
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
競
馬
の
歴
史
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
、
馬
券
が
よ
く
当
た
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
な
い
（
血
統
を
知
る
こ
と
は
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
）。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
〝
競

馬
必
勝
本
〞
が
著
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、〝
競
馬
史
書
〞
の
類
い
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
世
に
出
て
こ
な
か
っ

た
（
と
思
う
）。

で
も
、
歴
史
を
見
過
ご
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
そ
れ
を
知
っ
て
得
す
る
こ
と
は
な

く
て
も
、
馬
券
で
損
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
っ
た
ら
、
で
き
る
限
り
掘
り
起
こ
し
て
お
く
べ
き
だ
。

そ
ん
な
勝
手
な
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
、
今
な
お
﹃
週
刊
競
馬
ブ
ッ
ク
﹄
へ
の
寄
稿
を
続
け
て
い
る
（
加
え
て
、

こ
の
拙
著
を
上
梓
し
て
し
ま
っ
た
！
）。

そ
れ
は
も
う
寄
稿
で
は
な
く
〝
奇
行
〞
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
に
と
ぞ
ご
理
解
ご
容
赦
の
上
、
こ
れ
か

ら
も
同
誌
の
〝
競
馬
史
発
掘
〞
シ
リ
ー
ズ
を
ご
愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。
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初
出
一
覧
（『
週
刊
競
馬
ブ
ッ
ク
』（
株
式
会
社
競
馬
ブ
ッ
ク
発
行
）

第
１
章
　
2
大
競
馬
場
の
ナ
ゾ
と
変
遷

﹁
東
京
競
馬
場
は
な
ぜ
左
回
り
？
﹂﹁
左
回
り
に
も
古
い
歴
史
が
﹂﹁
ア
メ
リ
カ
に
も
左
回
り
が
あ
っ
た
﹂
２
０
２
２
年
２
月

14
日
、
28
日
、
３
月
14
日
、
28
日
発
売
号
、

﹁
京
都
競
馬
場
外
伝
﹂
２
０
２
３
年
４
月
３
日
、
17
日
発
売
号

第
２
章
　
明
治
時
代
の
競
馬
場
跡
を
訪
ね
て

﹁
横
浜
／
洋
式
競
馬
発
祥
の
地
﹂﹁
東
京
／
日
本
人
が
始
め
た
洋
式
競
馬
﹂﹁
函
館
・
札
幌
／
開
拓
時
代
の
北
海
道
と
競
馬
﹂

﹁
神
戸
・
大
阪
・
東
北
／
各
地
に
広
が
る
洋
式
競
馬
﹂﹁
函
館
こ
ぼ
れ
話
／
あ
の
老
舗
と
競
馬
の
縁
﹂
２
０
２
３
年
１
月
16
日
、

30
日
、
２
月
13
日
、
27
日
、
３
月
13
日
発
売
号

﹁
日
本
一
の
地
方
競
馬
場
物
語
・
羽
田
﹂
２
０
１
６
年
４
月
18
日
発
売
号
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第
３
章
　
戦
前
戦
中
の
競
馬
秘
史

﹁
戦
時
下
の
〝
無
観
客
競
馬
〞﹂
２
０
２
０
年
８
月
３
日
、
10
日
発
売
号

﹁
日
本
競
馬
中
継
事
始
め
﹂
２
０
１
３
年
５
月
27
日
発
売
号

﹁
日
本
ダ
ー
ビ
ー
初
放
送
﹂
２
０
１
３
年
８
月
26
日
発
売
号

第
４
章
　
各
地
の
競
馬
史
を
た
ど
る
ぶ
ら
り
旅

﹁
高
知
編
1
／
〝
伝
説
の
地
〞
の
草
競
馬
﹂﹁
高
知
編
2
／
各
地
に
残
る
草
競
馬
場
跡
﹂﹁
高
知
編
3
／
山
内
一
豊
と
田
辺
良

顕
﹂﹁
高
知
編
4
／
土
佐
の
高
知
は
競
馬
と
と
も
に
﹂﹁
高
知
編
5
／
１
０
０
年
の
歩
み
と
名
馬
た
ち
﹂
２
０
２
１
年
7
月
26

日
、
8
月
9
日
、
23
日
、
9
月
6
日
、
21
日
発
売
号
※
火
＝
18
〜
20
日
３
日
間
開
催
の
た
め

﹁
北
陸
編
／
戦
前
地
方
競
馬
の
痕
跡
﹂
２
０
２
１
年
1
月
25
日
、
2
月
8
日
、
22
日
発
売
号

﹁
宇
部
編
／
〝
宮
競
馬
〞
の
跡
を
訪
ね
て
﹂
２
０
２
１
年
３
月
8
日
、
15
日
発
売
号
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三
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株
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講
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社

〒
一
一
二‐
八
〇
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東
京
都
文
京
区
音
羽
二‐一
二‐二
一

（
販
売
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〇
三
‐
五
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五
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日
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発
行

380380

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

吉よ
し

岡お
か

秀ひ
で

典の
り

（
セ
プ
テ
ン
バ
ー
カ
ウ
ボ
ー
イ
）

デ
ザ
イ
ナ
ー 

榎え
の

本も
と

美み

香か

フ
ォ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

紺こ
ん

野の

慎し
ん

一い
ち

校

閲 

鷗お
う

来ら
い

堂ど
う

星
海
社
新
書
380

競け

い

ば

　
し

　

馬
史
発は

っ

く

つ掘

　正せ
い
し

　
史
に
書か

　か
れ
な
か
っ
た
あ
ん
な
話は

な
し

こ
ん
な
話は

な
し

●
落
丁
本
・
乱
丁
本
は
購
入
書
店
名
を
明
記

の
う
え
、
講
談
社
業
務
あ
て
に
お
送
り
下
さ

い
。
送
料
負
担
に
て
お
取
り
替
え
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
本
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

星
海
社
あ
て
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
●
本
書

の
コ
ピ
ー
、
ス
キ
ャ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
の

無
断
複
製
は
著
作
権
法
上
で
の
例
外
を
除
き

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
●
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夢
の
中
の
タ
ー
フ
を
数
々
の
伝
説
が
駆
け
抜
け
て
ゆ
く

１
９
７
０
年
代
、
地
方
競
馬
か
ら
中
央
へ
や
っ
て
き
た
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
が
日
本
中
を
熱
狂
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。
元
祖

ア
イ
ド
ル
ホ
ー
ス
の
誕
生
で
あ
る
。
以
来
50
年
、「
流
星
の
貴
公
子
」
テ
ン
ポ
イ
ン
ト
、「
芦
毛
の
怪
物
」
オ
グ
リ
キ
ャ

ッ
プ
、「
不
屈
の
帝
王
」
ト
ウ
カ
イ
テ
イ
オ
ー
、「
異
次
元
の
逃
亡

者
」
サ
イ
レ
ン
ス
ス
ズ
カ
、「
日
本
競
馬
の
至
宝
」
デ
ィ
ー
プ
イ
ン

パ
ク
ト
、「
最
強
牝
馬
」
ウ
オ
ッ
カ
、「
愛
す
べ
き
問
題
児
」
ゴ
ー

ル
ド
シ
ッ
プ
、「
奇
跡
の
白
毛
」
ソ
ダ
シ
な
ど
の
ス
タ
ー
ホ
ー
ス
か

ら
、
ク
セ
馬
、
ス
ピ
ー
ド
王
、
ダ
ー
ト
キ
ン
グ
、
ブ
ロ
ン
ズ
コ
レ

ク
タ
ー
等
の
個
性
派
ま
で
。
競
馬
フ
ァ
ン
の
心
に
刻
ま
れ
た
輝
き

は
何
十
年
と
時
が
た
っ
て
も
色
あ
せ
な
い
。
時
代
を
超
え
て
語
り

継
が
れ
る
ア
イ
ド
ル
ホ
ー
ス
１
０
１
頭
の
伝
説
を
一
冊
に
。
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永
遠
に
色
褪
せ
な
い
名
馬
た
ち
の
記
憶

無
傷
の
10
連
勝
で
ダ
ー
ビ
ー
を
制
し
、
そ
の
17
日
後
に
急
死
し
た
「
幻
の
馬
」
ト
キ
ノ
ミ
ノ
ル
か
ら
70
余
年
。
父
譲
り

の
美
し
い
栗
毛
を
な
び
か
せ
大
レ
ー
ス
に
挑
み
続
け
た
ナ
リ
タ
ト
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
人
気
薄
か
ら
何
度
も
勝
利
を
重
ね
た

〝
奇
跡
〟
の
ス
テ
イ
ヤ
ー
・
ヒ
シ
ミ
ラ
ク
ル
、
爆
発
的
な
末
脚
で
二

冠
を
達
成
し
て
引
退
す
る
と
、
わ
ず
か
5
年
の
種
牡
馬
生
活
で
活

躍
馬
を
輩
出
、
早
す
ぎ
る
死
が
惜
し
ま
れ
る
ド
ゥ
ラ
メ
ン
テ
、
世

界
ラ
ン
ク
1
位
を
獲
得
し
た
新
時
代
の
史
上
最
強
馬
イ
ク
イ
ノ
ッ

ク
ス
、
名
手
と
の
絆
で
不
運
と
挫
折
を
乗
り
越
え
た
現
役
ト
ッ
プ

の
ド
ウ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
。
昭
和
の
名
馬
か
ら
現
役
世
代
ま
で
、
時

代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る156

頭
の
名
馬
た
ち
の
蹄
跡
を
こ
の
1

冊
に
！
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気
分
が
乗
れ
ば
敵
な
し
！

　「芦
毛
伝
説
の
継
承
者
」

常
識
は
ず
れ
の
位
置
か
ら
の
ロ
ン
グ
ス
パ
ー
ト
で
途
轍
も
な
く
強
い
勝
ち
方
を
す
る
か
と
思
え
ば
、
ま
っ
た
く
走
る
気

を
見
せ
ず
に
大
惨
敗
。
気
性
の
激
し
さ
か
ら
く
る
好
凡
走
を
繰
り
返
す
。
か
つ
て
こ
ん
な
名
馬
が
い
た
だ
ろ
う
か
。「
今

日
は
ゲ
ー
ト
を
出
る
の
か
、
出
な
い
の
か
」「
来
る
の
か
、
来
な
い

の
か
」「
愛
せ
る
の
か
、
愛
せ
な
い
の
か
」
…
。
気
が
つ
け
ば
稀

代
の
ク
セ
馬
か
ら
目
を
逸
ら
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
い

る
。
度
肝
を
抜
く
豪
脚
を
見
せ
た
大
一
番
か
ら
、
歓
声
が
悲
鳴
に

変
わ
っ
た
迷
勝
負
、
同
時
代
の
ラ
イ
バ
ル
や
一
族
の
名
馬
、
当
時

を
知
る
関
係
者
・
専
門
家
が
語
る
伝
説
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
背

景
ま
で
。
気
分
が
乗
れ
ば
も
は
や
敵
な
し
！

　芦
毛
伝
説
を
継
承

す
る
超
個
性
派
が
見
せ
た
夢
の
航
路
を
た
ど
る
。

261	
ゴ
ー
ル
ド
シ
ッ
プ
伝
説

	
	

愛
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
反
逆
児	

小
川
隆
行

　ウ
マ
フ
リ



星 海 社 新 書 ラ イ ン ナ ッ プ

強
さ
と
激
し
さ
の
鮮
烈
な
記
憶

あ
の
震
災
の
年
、
Ｇ
Ⅰ
３
勝
の
名
馬
の
全
弟
に
過
ぎ
な
か
っ
た
小
さ
な
栗
毛
馬
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
た
。

突
き
放
し
た
皐
月
賞
、
雨
を
切
り
裂
い
た
日
本
ダ
ー
ビ
ー
、
地
響
き
の
よ
う
な
歓
声
に
迎
え
ら
れ
た
菊
花
賞
と
勝
ち
進

み
、
史
上
７
頭
目
の
牡
馬
ク
ラ
シ
ッ
ク
三
冠
馬
が
誕
生
し
た
。
古

馬
と
な
っ
て
も
ラ
イ
バ
ル
を
寄
せ
つ
け
な
い
強
さ
は
変
わ
ら
ず
、

勇
躍
フ
ラ
ン
ス
へ
乗
り
込
ん
だ
凱
旋
門
賞
で
は
世
界
の
頂
点
に
立

つ
か
に
見
え
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
騎
手
を
振
り
落
と
し
た
り
、
制
御

不
能
の
大
逸
走
か
ら
猛
然
と
追
い
上
げ
た
り
、
偉
大
な
父
ス
テ
イ

ゴ
ー
ル
ド
譲
り
の
気
性
の
激
し
さ
か
ら
来
る
逸
話
の
数
々
も
愛
お

し
い
。
見
る
も
の
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
史
上
稀
に
見
る
個

性
派
名
馬
の
軌
跡
を
た
ど
る
。
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星海社新書は、困難な時代にあっても前向きに自分の人
生を切り開いていこうとする次世代の人間に向けて、ここ
に創刊いたします。本の力を思いきり信じて、みなさんと
一緒に新しい時代の新しい価値観を創っていきたい。若い
力で、世界を変えていきたいのです。
本には、その力があります。読者であるあなたが、そこ

から何かを読み取り、それを自らの血肉にすることができ
れば、一冊の本の存在によって、あなたの人生は一瞬にし
て変わってしまうでしょう。思考が変われば行動が変わり、
行動が変われば生き方が変わります。著者をはじめ、本作
りに関わる多くの人の想いがそのまま形となった、文化的
遺伝子としての本には、大げさではなく、それだけの力が
宿っていると思うのです。
沈下していく地盤の上で、他のみんなと一緒に身動きが

取れないまま、大きな穴へと落ちていくのか？　それとも、
重力に逆らって立ち上がり、前を向いて最前線で戦ってい
くことを選ぶのか？
星海社新書の目的は、戦うことを選んだ次世代の仲間た

ちに「武器としての教養」をくばることです。知的好奇心
を満たすだけでなく、自らの力で未来を切り開いていくた
めの〝武器〟としても使える知のかたちを、シリーズとし
てまとめていきたいと思います。

次 世 代 に よ る 次 世 代 の た め の

星海社新書

2O11年 9月

星海社新書初代編集長　柿内芳文


